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今月の主な内容 Contents

市役所駐車場 24時間開放（試行）

幡多地区自主防災会連絡協議会 設立

枚方市友好交流都市物産展

幡多若手サミット

全国京都会議

いちじょこさん150年祭

特集：保健・医療・福祉連携事業
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中学生と高齢者が交流

　市では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けられるように、住民どうしが日常的に支え
あうような“地域”づくりを目指しています。
　その一環として、小中学生を対象として、高齢
者への理解を深め、お互いが地域の一員として支
え合える存在になれるよう、取り組みを行ってい
ます。
　11月８日、「一条の里」で中村中学校２年生と、
高齢者はつらつデイサービス事業の利用者の皆
さん（下田地区）が交流を行いました。　　　　

（7ページ中段）
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一般業務
　年末 ： 12月28日（金）17時15分まで
　年始 ：  １月 ４日（金）８時30分から
　（戸籍関係届出書などの夜間・休日窓口での受
　  け付けは行っています）　
図書館　☎（35）2923
　年末 ： 12月28日（金）18時まで
　年始 ： １月４日（金） ９時から
郷土資料館　☎（35）4096
　年末 ： 12月30日（日）　17時まで
　　　　※ 入館は16時30分まで
　年始 ： １月２日（水）　8時30分から
体育施設
●市民スポーツセンター　☎（34）2071
●具同体育センター　　　☎（37）4558
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ４日（金）から
市民病院　☎（34）2126(代)
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ４日（金）から
診療所受付時間
●西土佐診療所　☎（52）1011
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ４日（金）から
●大宮出張診療所
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ７日（月）から
●口屋内出張診療所
　年末 ： 12月27日（木）まで
　年始 ： １月 10日（木）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末 ： 12月18日（火）まで
　年始 ： １月 ８日（火）から
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　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ４日（金）から
●大宮出張診療所
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ７日（月）から
●口屋内出張診療所
　年末 ： 12月27日（木）まで
　年始 ： １月 10日（木）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末 ： 12月18日（火）まで
　年始 ： １月 ８日（火）から

ごみ収集（普通）
●中村、具同地区
※収集日が大きく開きますがご了承ください。
　年末 ： 12月27日（木）まで
　年始 ： １月７日（月）から
●東山、下田、東中筋、中筋、蕨岡、八束、後川、
　大川筋、富山地区
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月４日（金）から
●西土佐地域
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月４日（金）から
幡多クリーンセンター　☎（31）2600 （溶融炉：上ノ土居）
　年末 ： 12月29日（土）16時30分まで
　年始 ： １月４日（金）９時から
し尿処理　　　　　
●衛生センター中村　☎（36）2464
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ４日（金）から
●クリーンセンター西土佐　（31）9700
　年末 ： 12月28日（金）まで
　年始 ： １月 ４日（金）から
火葬場
幡多中央斎場　☎（43）0077
　年末 ： 12月31日（月）17時15分まで
　年始 ： １月２日（水） ８時30分から

詳細については、それぞれ各施設、担当課までお問い
合わせください。

　　　　　　（ 本 　庁 ）☎（34）1111(代)
　　　　　　（総合支所）☎（52）1111(代)

年末年始の市役所関係業務年末年始の市役所関係業務

　

現
在
、
市
役
所
駐
車
場
は
午
前
０

時
ま
で
一
般
開
放
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
商
店
街

等
か
ら
強
い
要
望
も
あ
り
、
12
月
１

日
（
土
）
よ
り
平
成
25
年
３
月
31
日

（
日
）
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
市
役

所
駐
車
場
（
緊
急
車
両
前
駐
車
場
除

く
）
の
24
時
間
開
放
を
試
行
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　　

駐
車
場
利
用
の
際
は
、
マ
ナ
ー
を

守
り
近
隣
住
民
の
迷
惑
行
為
と
な
ら

な
い
よ
う
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
遵

守
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

①
長
期
間
の
駐
車
行
為
を
し
な
い（
個
人
駐
車
場
と
し
て
の
使
用
な
ど
）

②
ア
イ
ド
リ
ン
グ
等
の
騒
音
行
為
を
し
な
い

③
市
役
所
構
内
で
の
器
物
損
壊
行
為
を
し
な
い

④
飲
酒
運
転
を
し
な
い

⑤
駐
車
区
画
外
に
駐
車
を
し
な
い

⑥
駐
車
場
内（
ス
ペ
ー
ス
）で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い

　

な
お
、
試
行
期
間
実
施
終
了
後
は
、
24
時
間
開
放
時
の
運
営
に
つ
い
て
検
証

し
、本
実
施
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

※
市
の
関
連
行
事
等
の
た
め
駐
車
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）総
務
課 

行
政
管
理
係
　

0（
３
４
）１
８
０
４

12
月
よ
り
市
役
所
駐
車
場
24
時
間
開
放（
試
行
）
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中
村
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、南
海
地
震
に
備
え
、

中
村
宿
毛
道
路（
坂
本
）の
管
理
用
敷
地
を
津
波
発
生

時
の
緊
急
避
難
路
と
し
て
有
効
に
活
用
で
き
る
道
路

点
検
用
通
路
を
、地
元
や
市
の
要
望
に
よ
り
、建
設
し

ま
し
た
。

緊
急
避
難
路
と
し
て
利
用
可
能
な

　

中
村
宿
毛
道
路

　

点
検
用
通
路 

完
成

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
対
策
を
幡
多
６
市

町
村
で
取
り
組
む
組
織

と
し
て
設
立
し
た「
幡
多

広
域
南
海
地
震
対
策
連

絡
協
議
会
」（
会
長
四
万

十
市
長
）
は
、
10
月
22
日

に
高
知
県
に
、
11
月
８

日
、９
日
に
は
、政
府（
内

閣
府
）
、
地
元
選
出
国
会

議
員
に
対
し
防
災
・
減
災

事
業
の
積
極
的
か
つ
重

点
的
な
整
備
に
つ
い
て

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
お
け
る
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
対
策
に
つ
い
て
市

町
村
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、国
の
支
援
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
の
特
例

措
置
を
含
ん
だ
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
特

別
措
置
法
の
早
期
制
定

や
、震
災
時
の
命
の
道
と

な
る
四
国
横
断
自
動
車

道
や
国
道
56
号
の
整
備

促
進
な
ど
を
強
く
訴
え

て
き
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

特
別
措
置
法
制
定
を
要
請

　

５
月
の
幡
多
広
域
南
海
地
震
対

策
連
絡
協
議
会
の
設
立
に
続
き
、幡

多
６
市
町
村
の
民
間
（
自
主
防
災

会
）
で
組
織
す
る｢

幡
多
地
区
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会｣

が
11
月
23
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、幡
多
地
域
に
お

け
る
自
主
防
災
組
織
の
連
携
を
高

め
、
地
震
・
津
波
に
関
す
る
情
報
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、広
域
で
の
連

絡
調
整
に
よ
り
、地
域
の
防
災
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、こ
の
よ
う
な
組
織
化
は
県

下
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
本
市
の
地

震
・
津
波
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
都

司
嘉
宣
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
は
住
民
自
ら
の
自
助
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
共
助
、

そ
し
て
国
や
地
方
公
共
団
体
等
に

よ
る
公
助
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能

し
て
有
事
の
際
の
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も｢

幡
多
は
一
つ｣

と

い
う
考
え
の
も
と
で
、民
と
官
が
連

携
し
た
防
災
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

幡
多
地
区
自
主
防
災
会

連
絡
協
議
会 

設
立

高知県危機管理部長へ要請内閣府復興庁 今野副大臣へ要請

同 記念講演 幡多地区自主防災会連絡協議会 設立総会

【問い合わせ先】（市）総務課 防災対策係　☎（35）2044

※東日本大震災では、小学校脇の高台への
　避難階段で多くの児童の命が救われました。

中村宿毛道路中村宿毛道路

坂本トンネル坂本トンネル

至　松山市至　松山市
至　高知市至　高知市

香山寺トンネル香山寺トンネル

【階段・スロープ】子供
からお年寄りまで安全
で円滑に避難できるよ
う手摺りを設置。

【避難誘導灯】
夜間における
緊急時の避難
誘導灯として、
ソーラーLED
誘導灯を設置。
緊急時には内
蔵バッテリー
により停電に
関係なく効果
を発揮します。

【蹴破り門扉】緊急時
には蹴破って避難す
ることができます。
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い
ま
幡
多
の
若
者
が
元
気
で
す
。若
者
特

有
の
斬
新
な
発
想
等
で
、「
は
た
フ
ェ
ス
」の

よ
う
に
、従
来
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
よ
う

な
、い
ろ
ん
な
分
野
で
活
動
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

11
月
18
日
、四
万
十
市
役
所
会
議
室
に
尾

﨑
知
事
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、こ
う
し
た
若
者

グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
、
発
表
、
交
流
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
約
１
０
０
人
が
参
加
。

主
催
は
中
村
商
工
会
議
所
青
年
部
。

　

最
初
に
田
中
市
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し

た
あ
と
、尾
﨑
知
事
が
高
知
県
の
産
業
振
興

計
画
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
あ
と
、
地
元
四

万
十
市
か
ら
は
、中
村
商
工
会
議
所
青
年
部

が
大
友
啓
史
監
督
（
当
日
も
途
中
参
加
）
を

迎
え
て
講
演
会
、映
画
上
映
を
し
た
取
り
組

み
を
報
告
し
た
ほ
か
、
大
宮
産
業
、
奥
四
万

十
楽
し
ま
ん
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
西
土
佐
商

工
会
）も
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
市
の
青
年
団
を
中
心
に
し
て
全

県
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

sh
ip
 fo
r sh
ip

（
に
ぎ
わ
い
ボ
ニ―

ト
）
が
、

「
み
ち
の
く
よ
さ
こ
い
」
に
参
加
を
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
で
き
た
縁
で
、東
北
震
災
地

支
援
と
し
て
、宮
城
県
名
取
市
に
漁
具
倉
庫

を
建
設
し
た
経
過
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
報
告
に
も
共
通
を
す
る
の
は
、

人
と
人
の
出
会
い
、
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、い
ろ
ん
な
事
業
や
活
動
が
前
に
動

き
出
す
と
い
う
こ
と
で
し
た
。交
流
を
通
し

て
多
く
の
勇
気
、刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

11
月
10
、11
日
、大
阪
府
枚
方
市
で「
友
好
・

交
流
都
市
物
産
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
産
展
は
毎
年
11
月
に
、
北
海
道
別
海
町

や
沖
縄
県
名
護
市
な
ど
、枚
方
市
の
７
つ
の
友

好
都
市
・
市
民
交
流
都
市
が
集
ま
っ
て
開
催
さ

れ
、四
万
十
市
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
枚
方
市
制
施
行
65
周
年
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
「
く
ら
わ
ん
か
産
業
い
き
い

き
ま
つ
り
」の
一
環
と
し
て
、地
元
産
業
イ
ベ

ン
ト
や
農
業
ま
つ
り
と
の
同
時
開
催
。
淀
川

河
川
敷
の
会
場
に
は
２
日
間
で
２
万
７
千
人

も
の
人
が
訪
れ
、
た
い
へ
ん
賑
や
か
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
の
ブ
ー
ス
は
友
好
都
市
ゾ
ー
ン

で
も
ひ
と
き
わ
大
き
く
、
四
万
十
川
の
幸
の

ほ
か
、四
万
十
牛
コ
ロ
ッ
ケ
、四
万
十
ヒ
ノ
キ

ま
な
板
、焼
き
栗
、農
商
工
連
携
開
発
商
品
な

ど
を
販
売
。
特
産
品
を
売
り
出
す
声
に
多
く

の
人
が
足
を
と
め
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

　

田
中
市
長
も
参
加
し
た
10
日
午
後
に
は
、

関
西
在
住
の
「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

員
」
や
そ
の
ご
友
人
な
ど
も
た
く
さ
ん
ご
来

場
。
ま
た
、
竹
内
脩
枚
方
市
長
も
ご
多
忙
の

中
、駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
訪
れ
る
人
の
中
に
は
四
万
十

市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
も
多
く
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
な
が

ら
、
四
万
十
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、「
懐
か
し

い
ね
」「
ド
ラ
マ
も
観
て
ま
す
よ
」
な
ど
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）企
画
広
報
課 
企
画
調
整
係

　

☎（
３
４
）１
１
２
９

中
村
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催

幡
多
若
手
サ
ミ
ッ
ト

尾
﨑
知
事
を
市
役
所
に
迎
え
開
催

枚
方
市

友
好
交
流
都
市
物
産
展

終日賑わいをみせた四万十市ブース

竹内脩枚方市長（右から2人目）、同市在住の本市出身者らと

お
さ
む
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11
月
22
日
（
木
）
、
一
條
大
祭
に
合

わ
せ
て
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町

が
集
ま
る
第
28
回
全
国
京
都
会
議
が

本
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
20
市

町
、約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
昭
和
57
年
、
一
條
神

社
が
大
祭
で
奉
納
す
る
御
神
火
を

京
都
市
の
下
鴨
神
社
で
受
け
取
っ

た
際
、
京
都
市
観
光
協
会
を
表
敬
訪

問
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
し
て
交

流
が
始
ま
り
、
３
年
後
の
昭
和
60
年

に
発
足
し
た
も
の
で
す
。

　

会
議
は
今
年
が
28
回
目
で
す
が
、

本
市
で
の
開
催
は
３
回
目
。
通
常
総

会
で
新
た
に
３
市
町
の
加
入
が
承

認
さ
れ
、
全
国
で
51
市
町
が
加
入
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
議
は
、
通
常
総
会
と
交
流
会
、

翌
日
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
研
修

旅
行
）
の
１
泊
２
日
の
日
程
で
行
わ

れ
、
一
條
神
社
へ
の
参
拝
や
勝
間
沈

下
橋
観
光
、
観
光
遊
覧
船
で
の
昼
食

な
ど
で
も
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
存

分
に
、
小
京
都
中
村
の
文
化
や
四
万

十
川
の
自
然
を
堪
能
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会

　

☎（
３
５
）４
１
７
１

全
国
京
都
会
議

全
国
京
都
会
議

全
国
京
都
会
議

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん

１
５
０
年
祭

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん

１
５
０
年
祭

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん

１
５
０
年
祭

通常総会（新ロイヤルホテル四万十）一條神社への参拝

いちじょこさん将棋大会（11月３日）

　

今
年
の
一
條
神
社
創
建
お
よ
び
一
條
大
祭
開
始
１
５

０
周
年
と
い
う
節
目
を
記
念
し
て
、四
万
十
市
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る「
い
ち
じ
ょ

こ
さ
ん
１
５
０
年
祭
実
行
委
員
会
」が
主
催
と
な
り
、さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、天
神
橋
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で
将
棋
大

会
を
開
催
。森
雞
二
９
段
、島
井
咲
緒
理
２
段
を
迎
え
て

の
指
導
対
局
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、多
く
の
将
棋
フ
ァ

ン
、見
学
者
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
〜
25
日
の
間
に
は
、
お
宝
博
物
館
と
し
て
、

商
店
街
内
の
各
商
店
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
宝
を
店
頭
に
飾

り
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
に
は
天
神
橋
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
て
、

「
四
万
十
の
お
き
ゃ
く
」を
開
催
。商
店
街
の
中
に
畳
を
敷

い
て
、幡
多
な
ら
で
は
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
、う
ま

い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
で
出
展
し
た
料
理
、お
酒
で
お
も
て
な

し
を
し
ま
し
た
。当
日
は
芸
子
さ
ん
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を

お
招
き
し
、お
座
敷
遊
び
を
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ

き
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

11
月
22
日（
木
）は
一
條
神
社
境
内
で
、四
万
十
玉
姫
の

会
が
参
拝
客
に
、お
茶
・
菓
子（
新
作
・
玉
姫
ま
ん
じ
ゅ
う
）

で
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　

11
月
24
日（
土
）は
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
物
産
市
と
し
て
、

一
条
通
商
店
街
で
、
幡
多
の
特
産
品
・
物
産
・
飲
食
の
ほ

か
、沖
縄
の
物
産
も
並
び
ま
し
た
。ま
た
、一
條
太
鼓
、市

立
中
村
中
学
校
音

楽
部
、七
色
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
、女
爺
華

―

ず
（
め
じ
か
ー

ず
）
、
ご
当
地
ア
イ

ド
ル
Ａ
・
Ｄ
・
Ｐ
、Ｒ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
が
登
場
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

四万十のおきゃく（11月17日）

いちじょこさん物産市（11月24日） 物産市ではぶしゅかんのゆるキャラ
“ぶしゅまろ”がデビュー
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右：武井雅昭港区長

　

四
万
十
市
は
、
東
京
都
港
区
の
行
う

「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭
素
固
定
認

証
制
度
」に
参
加
す
る
た
め
、10
月
31
日
、

港
区
と
「
間
伐
材
を
始
め
と
し
た
国
産

材
の
活
用
促
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
木
材
が
二
酸
化
炭
素

を
固
定
す
る
機
能
を
持
つ
こ
と
に
着
目

し
、
港
区
内
の
建
築
物
に
国
産
材
の
利

用
を
促
進
す
る
も
の
で
、
建
築
主
に
対

し
て
国
産
材
の
使
用
量
に
相
当
す
る
二

酸
化
炭
素
固
定
量
の
認
証
や
協
定
自
治

体
か
ら
搬
出
さ
れ
た
協
定
木
材
の
利
用

を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
回
の
協
定
が
市
産
材
の

利
用
促
進
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

　

市
産
材
利
用
　

　

東
京
都
港
区
と

　
　
　
　
　

協
定
締
結
　

市
で
は
、
公
共
建
築
、
公
共
土
木
工
事

に
お
い
て
市
産
材
を
率
先
し
て
利
用
し

て
い
く
た
め
の「
四
万
十
市
産
材
利
用
促

進
方
針
」を
策
定
し
、11
月
12
日（
月
）、香

寺
山
市
民
の
森
で
開
催
さ
れ
た「
こ
う
ち

山
の
日
」
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、

幡
多
管
内
の
他
の
５
市
町
村
と
と
も
に

策
定
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
産
出
さ
れ
た
木
材
の
需
要
を

拡
大
す
る
こ
と
は
、林
業
の
活
性
化
を
通

じ
た
森
林
の
適
正
な
整
備
に
つ
な
が
り
、

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的

な
発
揮
や
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
産
材
利
用
促
進

　
　
　
　

方
針
策
定

　

市
で
は
、新
た
に
建
築
さ
れ
る
住

宅
の
う
ち
、一
定
量
以
上
の
市
産
材

を
使
用
し
、所
定
の
条
件
を
満
た
し

た
住
宅
に
対
し
て
、市
産
材
の
購
入

に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
、施
主

に
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

　

上
限
１
５
０
万
円

■
補
助
対
象
要
件

１
．
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま

１
．た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

１
．と
と
な
る
人

２
．市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

３
．建
築
延
べ
床
面
積
50
㎡
以
上
で

１
．あ
る
こ
と

４
．市
内
に
本
拠
を
置
く
建
築
業
を

１
．
営
む
も
の
に
依
頼
し
、
建
築
さ

１
．れ
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

５
．
1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方

１
．メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
産
材
を
使

１
．用
す
る
こ
と

６
．着
工
前
に
事
業
に
関
す
る
申
請

１
．を
行
う
こ
と

※
市
産
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

は
、下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

■
次
の
場
合
は
ご
注
意
を
!!

１
．既
に
事
業
申
請
済
み
の
住
宅

１
．
に
つ
い
て
、
工
期
が
年
度
を

１
．ま
た
ぐ
場
合
。

２
．こ
れ
か
ら
事
業
申
請
を
考
え

１
．て
い
る
住
宅
の
中
で
来
年
の

１
．３
月
ま
で
に
着
工
を
予
定
す

１
．
る
住
宅
に
つ
い
て
、
工
期
が

１
．年
度
を
ま
た
ぐ
場
合
。

　

以
上
の
場
合
に
つ
い
て
は
、来

年
の
１
月
15
日
ま
で
に
必
ず
左

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）林
業
課
　

　
　

0（
３
４
）１
１
１
８

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室

　
　

0（
５
２
）１
１
１
１

市
産
材
利
用
促
進
事
業

本市への行政視察（11月）
視察内容

新庁舎建設について／大宮産業の取り組みについて
災害時における情報連絡手段の多重化対策について
新庁舎建設について

人　数
約100人
議員8人＋随行1人
15人

視察団体名
大分県国東市区長会
青森県弘前市議会
土佐市

日　時
11月13日（火）
11月14日（水）

〃

【問い合わせ先】（市）総務課 行政管理係 ☎（34）1804　（市）議会事務局 ☎（34）5071
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折鶴を一緒におってみよう！紙風船バレー
若いもんにはまだ負けんよ！

　

市
で
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
四
万

十
市
を
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
す
る
よ
う
、
認

知
症
の
理
解
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に

さ
り
げ
な
い
手
助
け
が
で
き
る
「
支

援
の
輪
」
を
広
げ
て
い
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
24
、25
日
に
は
中
村
中
学
校

２
年
生
１
２
０
人
を
対
象
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知

識
の
勉
強
、
ク
イ
ズ
や
寸
劇
体
験
を

通
し
て
、
認
知
症
の
人
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
祖
父
母
や
高
齢
者

へ
の
思
い
や
り
の
心
な
ど
を
と
も
に

学
び
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
表
紙
の
写
真
で
、
各
生
徒
の
腕
に
巻
か
れ
て

　

い
る
の
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ

　

る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」で
す
。

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
の
こ
と
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
た
人
が
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
友
人
や
家
族
に
そ
の

知
識
を
伝
え
る
、
で
き
る
範
囲
で
手

助
け
を
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
活

動
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
福
祉
施
設
訪
問
に
よ
る

高
齢
者
と
の
交
流
活
動

　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
1
2
0
人
の

生
徒
た
ち
に
は
、認
知
症
の
方
に
限
ら
ず
、

多
く
の
高
齢
者
と
交
流
す
る
機
会
が
持

て
る
よ
う
、
現
在
、
地
域
の
施
設
や
介
護

予
防
教
室
へ
出
か
け
、高
齢
者
の
方
々
と

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
に
普
段
関
わ
る
機
会
も
少
な

い
世
代
の
た
め
、最
初
は
緊
張
し
て
ぎ
こ

ち
な
い
様
子
も
あ
り
ま
す
が
、生
徒
た
ち

が
考
え
て
き
て
く
れ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
し
て
お
互
い
に
楽
し
く
、充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、子
ど

も
た
ち
に
は
、誰
も
が
迎
え
る「
老
い
」に

つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、相
手
を
思
い
や

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
齢
者
に
お
い
て
も
、若
い
世
代
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
活
気
を
持
ち
、
豊
か
な
経

験
や
知
識
を
伝
え
て
い
く
場
と
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
順
次
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
や
、介
護
予
防
教
室
の
利
用
者
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

一
条
の
里
交
流
会
で
の
感
想

●
ひ
孫
に
会
え
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、う
れ
し
か
っ
た
。こ
れ
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
り
た
い
。（
佐
竹
清
栄
さ
ん
）

●
若
い
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
頑
張
ろ
う
と
思
う
。

（
和
田
喜
代
子
さ
ん
）

生
徒
の
感
想

●
お
年
寄
り
の
人
は
接
し
方
が
大
事
な
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
耳
が
聞
こ
え
に

　

く
い
人
や
聞
き
取
り
に
く
い
人
も
い
た
け
ど
、
楽
し
く
で
き
て
良
か
っ
た
。

　

会
話
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
た
し
、
笑
っ
て
く
れ
た
り
し
た
の
で
楽
し
か
っ
た

　

し
う
れ
し
か
っ
た
。

中
学
生
１
２
０
人
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
！

【このページについての問い合わせ先】（市）保健介護課 地域包括支援センター　0（34）0170

 

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！
〜
水
・
メ
シ
・
ウ
ン
・
運
〜

ウンウンウン
高
齢
者
が
便
秘
を
起
こ
し

や
す
い
の
は
な
ぜ
？

①
大
腸
機
能
の
低
下

水
分
が
腸
に
吸
収
さ
れ
す

ぎ
て
、
便
が
固
く
な
り
排
便

ま
で
の
時
間
が
長
く
な
り

ま
す
。

②
筋
力
の
低
下

便
を
押
し
出
す
（
い
き
む
）

力
が
弱
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
お
な
か
の
筋
力
が
低
下

す
る
と
、
内
臓
が
下
が
り
気

味
に
な
り
、
便
秘
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

③
水
分
不
足

便
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
排
便
ま
で
の
時
間
が

長
く
、
力
ん
で
も
排
便
し
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

④
食
事
量
の
低
下

食
べ
る
量
が
少
な
い
と
、大

腸
の
機
能
が
衰
え
、便
を
押

し
出
す
力
が
弱
ま
り
便
秘

に
な
り
ま
す
。

自
然
な
排
便
の
た
め
の

工
夫

①
水
分
を
と
る

●
の
ど
が
渇
い
た
、と
感
じ
た
時

に
は
す
で
に
脱
水
ぎ
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
（
約

2
0
0
㎖
）
の
水
分
を
１
〜

２
時
間
に
一
度
飲
む
な
ど
の

習
慣
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ

う
。

②
食
べ
る
工
夫

●
繊
維
質
の
豊
富
な
食
品
（
雑

穀
、豆
類
、イ
モ
類
な
ど
）

●
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
多
く
含
ま

れ
て
い
る
食
品（
ひ
じ
き
、ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ご
ま
な
ど
）

●
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
す

（
ヨ
ー
グ
ル
ト
）

③
運
動
の
工
夫

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
ラ
ジ
オ
体
操

●
家
事
仕
事
（
掃
除
、
洗
濯
、
料

理
な
ど
）

★
次
回（
１
月
号
）は
運（
運
動
）

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
★

自
然
な
排
便
に
努
め
ま
し
ょ
う

「
便
秘
」は
、普
段
の
体
調
を
く
ず
し

認
知
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

平
成
24
年
12
月
号
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健
康
福
祉
地
域
推
進
事
業

　

急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
働
し
「
高
齢
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
、本
年
４
月
か
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

こ
の
事
業
は
、地
域
の
み
ん
な
が
元
気（
健
康
）に
、活
き
活

き
（
生
き
が
い
）
と
、
助
け
あ
う
（
支
え
あ
う
）
こ
と
を
目
標
に

次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
事
業

　

地
域
ぐ
る
み
で
健
診
の
受
診
促
進
、健
康
状
態
の
把
握
、学

習
会
の
開
催
な
ど
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

○
介
護
予
防
、高
齢
者
・
障
害
者 

生
き
が
い
交
流
事
業

　

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
簡
単
に
で
き
る
体
操
や
学
習
を

通
じ
て
、
地
域
の
人
々
と
交
流
を
深

め
な
が
ら
健
康
状
態
を
維
持
し
て
い

き
ま
す
。

○
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
事
業

　

地
域
内
で
困
っ
て
い
る
人
を
把
握

し
、
地
域
が
見
守
り
、
支
援
等
を
行
う

支
え
あ
い
の
体
制
を
地
域
内
に
つ
く

り
ま
す
。

■
実
施
状
況

　

事
業
実
施
の
母
体
と
な
る
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
は
86
の
地

区（
11
／
１
現
在
）で
設
立
さ
れ
、各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
は
、従
前
よ
り
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
社
会
福
祉

協
議
会
の
ほ
か
、市
の
地
域
づ
く
り
支

援
職
員
（
現
在
は
16
地
区
に
35
名
配

置
）も
こ
の
地
区
組
織
の
設
立
か
ら
運

営
ま
で
積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

地
域
と
と
も
に
活
き
活
き
訪
問
健
診
・
健
康
相
談
事
業

　

８
月
か
ら
市
民
病
院
の
医
師
と

保
健
介
護
課
の
保
健
師
が
連
携
し
、

地
域
へ
出
向
く
ミ
ニ
健
診「
地
域
と

と
も
に
活
き
活
き
訪
問
健
診
・
健
康

相
談
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

健
診
の
内
容
は
、保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談
や
血
圧
等
（
血
糖
値
、
心

電
図
含
む
）の
測
定
と
医
師
に
よ
る

問
診
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
医
師
が
直
接
、

問
診
の
う
え
健
康
相
談
に
乗
る
こ
と
で
、
潜
在
的
な
病
気
や

生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
に
結
び
付
け
、当
該

地
域
の
健
康
力
を
底
上
げ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

■
実
施
状
況

　

今
年
度
は
、
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
内

の
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
を
設
立
し
て
い
る
地
区
等
の
う
ち

か
ら
30
地
区
を
選
定
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
11
月
20
日
ま
で
の
実
績：

14
地
区（
１
５
５
名
）

　

井
沢
団
地(

23)

、
安
並
団
地(

13)

、
古
津
賀
第
二(

12)
、
古
津

　

賀
第
一(

10)

、荒
川(

12)

、名
鹿(

８)

、森
沢(

16)

、竹
屋
敷
・
上

　

古
尾
・
下
古
尾(

16)

、勝
間(

９)

、間
崎（
14
）、三
ツ
又（
11
）、

　

常
六（
11
）

○
今
後
の
予
定：

16
地
区（
３
１
５
名
）

　

今
後
は
、健
診
状
況
を
整
理
し
た
う
え
で
、そ
の
結
果
を
も

と
に
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成
事
業

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
く
も
膜
下

出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
卒
中
の

予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

促
進
を
図
る
た
め
、
市
民
病
院
と

連
携
し
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
内
容
は
、
問
診
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頚
動
脈
エ
コ
ー
で
、
50
歳

以
上
の
希
望
者
に
は
認
知
症
の
簡

易
判
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
検
診
受
診
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、何
ら

か
の
指
摘
を
受
け
た
人
の
う
ち
11
％
の
人
が
通
院
治
療
を
開

始
、９
％
の
人
が
生
活
習
慣
の
改
善
を
始
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

63
％
の
人
が
定
期
的
な
確
認
を
す
る
こ
と
に
し
た
と
回
答
し

て
お
り
、多
く
の
人
が
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
を
契
機
と
し
て
疾
病

予
防
の
行
動
に
結
び
付
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

■
実
施
状
況

・
平
成
23
年
度：

１
９
０
人

・
平
成
24
年
度：

２
４
０
人（
予
定
）

　

※

今
年
度
の
申
請
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

四
万
十
市
の

保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業

四
万
十
市
の

保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業

特集
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高
齢
者
口
腔
ケ
ア
事
業

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
在
宅
で
生
活
さ

れ
て
い
る
介
護
保
険
認
定
者
で
要
介
護

３
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、虫
歯
、歯

周
病
の
予
防
、
ま
た
高
齢
者
の
死
亡
原

因
の
第
２
位
と
な
っ
て
い
る
肺
炎
の
中

で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
誤
嚥
性
肺

炎
を
予
防
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
口
腔

ケ
ア
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

四
万
十
市
の
登
録
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
、歯
科
保
健
推

進
員
が
対
象
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
歯
お
よ
び
口
腔
の
健
康

を
保
て
る
よ
う
に
口
腔
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

　

１
人
あ
た
り
最
長
６
ヶ
月（
歯
科
医
師
２
回
、歯
科
衛
生
士

24
回
が
上
限
）で
、自
己
負
担
金
は
、歯
科
医
師 

２
０
０
円
／

回
、歯
科
衛
生
士
　

１
０
０
円
／
回
で
す
。

■
利
用
者
の
声

・
口
の
中
が
き
れ
い
に
な
り
、気
持
ち
が
良
く
な
っ
て
食
欲
が
で
た
。

・
表
情
が
柔
ら
か
く
な
り
、大
き
な
声
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
口
臭
が
な
く
な
っ
た
。

・
口
内
と
周
辺
の
乾
燥
が
な
く
な
っ
た
。

・
歯
磨
き
や
、う
が
い
の
仕
方
、入
れ
歯
の
正
し
い
取
り
扱
い

　

方
が
理
解
で
き
た
。

・
飲
み
込
み
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で「
む
せ
る
こ
と
」が
少
な

　

く
な
っ
た
。

・
痰
が
出
や
す
く
な
っ
た
し
、痰
の
吸
引
回
数
も
減
っ
た
。

・
口
の
動
き
が
良
く
な
り
、唾
液
量
が
増
え
て
味
覚
が
も
ど
っ
た
。

　

虫
歯
や
歯
周
病
予
防
だ
け
で
な
く
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防

す
る
な
ど
、い
の
ち
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
口
腔
ケ
ア
。高
齢

者
だ
け
で
な
く
市
民
全
員
に「
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
」を
広

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
な
い
ご
夫
婦

に
対
し
て
保
険
診
療
適
用
の
不
妊
治
療
費
お
よ
び
人
工
授
精

に
要
し
た
費
用
を
助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
平
成
24
年
４
月
治
療
分
か
ら
該
当
し
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
助
成
内
容

・
保
険
診
療
適
用
不
妊
治
療

　

１
夫
婦
１
年
度
内
、３
万
円
を
上
限
と
し
て
通
算
５
年（
３

　

年
目
か
ら
は
医
師
が
認
め
た
も
の
）。

・
人
工
授
精

　

１
夫
婦
１
年
度
内
、３
万
円
を
上
限
と
し
て
通
算
２
年
。

■
実
績

・
平
成
22
年
度：

12
組

・
平
成
23
年
度：

16
組

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

「
う
つ
」「
ひ
き
こ
も
り
」の
相
談
・
支
援

　

本
年
４
月
か
ら
「
精
神
障
害
」
、「
発
達
障
害
」「
う
つ
」
、「
ひ

き
こ
も
り
」
な
ど
へ
の
支
援
を
充
実
・
拡
充
さ
せ
る
た
め
、
総

合
的
な
相
談
窓
口
を
福
祉
事
務
所
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
９
月
に
は
、
主
に
引
き
こ
も
り
の
方
や
そ
の
家
族

へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、医
療
機
関
、学
校
、生
活
・
職
業
訓
練

を
行
う
事
業
所
な
ど
の
関
係
機
関
で
若
者
等
支
援
協
議
会
を

結
成
し
、個
々
の
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
発
達
障
害
」を
有
し
、社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
困

難
を
抱
え
て
い
る
人
に
対
し
て
も
、
関
係
機
関
と
の
個
別

ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
、複
合
的
な
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係
　

☎（
３
４
）１
１
２
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぽ
っ
ぽ
」

　

当
施
設
は
、
子
育
て
を
し
て
い
る

人
、こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す
る
人
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
施
設
で
す
。育
児
で

悩
ん
だ
と
き
、同
年
齢
の
子
ど
も
を
持

つ
母
親
同
士
で
話
が
し
た
い
と
き
、気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す

〔
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
〕

　

○
１
．２
．３
歳
児
対
象（
ぽ
っ
ぽ
）

　
　

ふ
れ
あ
い
遊
び
、製
作
、体
育
遊
び
、ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

　

○
妊
婦
、０
歳
児
対
象（
ぴ
よ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）
　

　
　

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
の
制
作
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

〔
フ
リ
ー
デ
ー
〕

　

○
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
日
の
午
前
と
、
毎
日
午
後
は
利

　
　

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
育
児
相
談
〕

　

○
電
話
や
直
接
来
所
し
て
の
相
談
。

　

○
活
動
の
中
で
の
保
護
者
同
士
の
悩
み
相
談
、情
報
交
換
。

　

○
家
庭
相
談
員
に
よ
る
育
児
相
談
。（
毎
月
１
回
）

〔
そ
の
他
の
活
動
〕

　

誕
生
日
会
、運
動
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、遠
足
な
ど

■
参
加
者
の
声

・
育
児
の
悩
み
事
を
聞
い
て
も
ら
え
て
す
っ
き
り
し
た
。

・
家
で
二
人
だ
と
つ
ま
ら
な
い
。ぽ
っ
ぽ
へ
行
く
と
楽
し
い
。

・
家
で
も
料
理
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
好
き
に
な
っ
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）福
祉
事
務
所 

保
育
所
係
　

☎（
３
４
）１
７
８
０平

成
24
年
12
月
号

9



◎
投
票
の
で
き
る
人

１
．今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁

　

判
官
国
民
審
査
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
基
準
日

　

は
12
月
３
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
24

　

年
９
月
３
日
ま
で
に
四
万
十
市
に
転
入
届
を
し

　

て
、引
き
続
き
四
万
十
市
に
居
住
し
て
い
る
人
。

２
．平
成
４
年
12
月
17
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

◎
市
内
転
居
者
の
投
票
所

　

市
内
で
住
所
を
変
わ
り
、
平
成
24
年
11
月
22
日

（
木
）
以
降
に
転
居
届
を
さ
れ
た
人
は
、
前
の
住
所

の
投
票
所
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
期
日
前（
不
在
者
）投
票

１
．
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い

　

人
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
12
月
5
日
か
ら

　

15
日
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
12
月

　

9
日
か
ら
15
日
ま
で
毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
８
時
ま
で
、
四
万
十
市
庁
舎
１
階
会

　

議
室
1
0
1
及
び
四
万
十
市
西
土
佐
総
合
支

　

所
１
階
（
左
図
参
照
）
で
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の

　

場
合
、
宣
誓
書
に
申
立
て
が
真
正
で
あ
る
こ
と

　

を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
期
日
前
投
票
と
は：

投
票
当
日
の
投
票
所
の
よ

　

う
に
投
票
用
紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
投
函
で

　

き
る
投
票
で
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
．不
在
者
投
票
期
間
に
市
外
に
滞
在
し
て
市
外
の
市

　

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
場
合
、市
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
早
め
に

　

投
票
用
紙
等
の
請
求
は
で
き
ま
す
が
、市
選
挙
管
理

　

委
員
会
が
投
票
用
紙
等
を
発
送
す
る
日
は
衆
議
院

　

議
員
総
選
挙
公
示
日
の
前
々
日
12
月
2
日
、国
民
審

　

査
に
つ
い
て
は
、12
月
9
日
か
ら
で
す
。

◎
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
制
度

☆
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
、

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要

　

介
護
度
５
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、市
選

　

挙
管
理
委
員
会
よ
り
郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付
さ
れ

　

た
人
は
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
が
で
き
ま
す
。

☆
投
票
日
の
４
日
前（
12
月
12
日
）ま
で
に
、郵
便
投
票

　

証
明
書
を
同
封
し
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

　

紙
等
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た
人
の
う
ち

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

の
程
度
が
１
級
と
認
定
さ
れ
て
い
る
人

　

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
と
記
載
さ
れ
て

い
る
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出

た
代
理
記
載
人
に
よ
っ
て
代
理
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
代
理
投
票

　
　

身
体
の
故
障
等
で
字
の
書
け
な
い
人
も
投
票
日

　

に
投
票
所
に
い
け
ば
、代
理
記
載
の
補
助
者
に
よ
っ

　

て
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
入
場
券

　
　

投
票
所
入
場
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
投
票
日
当

　

日
、
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛

　

失
ま
た
は
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿

　

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、入
場
券
が
な
く

　

て
も
投
票
で
き
ま
す
。

選挙についてのお知らせ選挙についてのお知らせ

西土佐総合支所期日前投票所 

期
日
前
投
票
所 

期
日
前
投
票
所 

玄関 

住民課 

出納課 

窓口 

トイレ 

市役所期日前投票所 

地域包括
支援センター

総
合
案
内

正面玄関

会議室101 税務課・福祉事務所

会計課

玄　関

市民課・保健介護課

衆議院議員総選挙･最高裁判所裁判官国民審査の
投票日は12月16日(日)です

衆
議
院

国
民
審
査

小
選
挙
区
選
出
議
員

比
例
代
表
選
出
議
員

薄
い
橙
色
の
用
紙
に

黒
色
の
イ
ン
ク
で
印
刷
し
た
も
の

だ
い
だ
い

薄
い
黄
色
の
用
紙
に

赤
色
の
イ
ン
ク
で
印
刷
し
た
も
の

白
色
の
用
紙
に

黒
色
の
イ
ン
ク
で
印
刷
し
た
も
の

第８投票所
（古津賀地区集会所）

第21投票所
（市立まなびの館）

第３投票所
（不破地区集会所）

凡
　
　
　
　
　

例

投
票
所

投
票
所
案
内
用
立
看
板

■●

◎
投
票
用
紙
の
色
分
け

◎
投
票
所
の
変
更

　
　

第
５
投
票
区
が
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
中
村

　

商
工
会
館
に
、竹
島
の
区
域
の
人
の
投
票
場
所（
第

　

10
投
票
所
）が
、今
回
は
竹
島
地
区
集
会
所
か
ら
市

　

立
竹
島
小
学
校
体
育
館
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

◎
投
票
時
間
の
変
更

　
　

中
村
地
区
お
よ
び
東
山
地
区
の
第
６
投
票
区
お

　

よ
び
具
同
地
区（
入
田
地
区
を
除
く
）が
午
後
７
時

　

閉
鎖
が
、
今
回
よ
り
午
後
6
時
閉
鎖
と
な
り
ま
し

　

た
。

 

*
*
場
所
の
問
い
合
わ
せ
の
多
い
投
票
所
*
*

※
各
投
票
所
は
四
万
十
市
役
所
H
P

（h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
/to
p
j.h
tm
l

）
ト
ッ
プ
の

「
12
月
16
日
執
行
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
所
一
覧
」に
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 投票所

消防団古津賀屯所

▼

至下田分岐

▼

至下田分岐

国道56号線国道56号線

鉄道

平
成
24
年
12
月
号
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投票所および投票時間一覧表

中
　
　

村

東
山

下
　
　

田

八
　

束

具
同

地区別 投票区 区　　　　　　　　　　　域 投　　票　　所 投票時間

午後6時まで

午後6時まで

午後6時まで

午後6時まで

午後6時まで

中村大橋通1・2・3・4・5・6・7丁目、中村百笑町、中村山手通、中村弥生町、中村四万十町、中村羽生小路、

中村東下町、中村栄町、中村天神橋、中村一条通１丁目、カツラ山団地、中村岩崎町、夕陽の見える丘団地

右山、右山元町1・2・3丁目、駅前町、右山五月町、右山天神町、右山白藤園

不破、角崎、不破上町、緑ヶ丘団地

中村京町1・2・3・4・5丁目、中村一条通2・3・4・5丁目

中村東町1・2・3丁目、中村新町1・2・3・4・5丁目、中村於東町

中村小姓町、中村上小姓町、中村丸の内、中村桜町、中村愛宕町、

中村本町1・2・3・4・5丁目、丸の内ハイランド大用寺

安並、佐岡、秋田、麻生、安並団地、秋森、佐岡団地、佐岡南の風団地

沢、橋の内、古津賀第1団地、同第2団地、雅ヶ丘団地

古津賀、古津賀1丁目～4丁目

井沢、井沢団地

竹　島

双　海

平　野

鍋島、馬越

松ノ山、下田上、下田下、串江

水戸東、水戸西

名　鹿

間崎、津蔵渕、初崎

実崎、深木

坂本、山路上、山路下

入田上、入田下

出来島、田黒、具同田黒1・2・3・丁目、渡川1・2・3丁目、渡川、渡川病院、赤松町

中組、西組、馬越、自由ヶ丘、相ノ沢団地

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

第９

第10

第11

第12

第13

第14

第15

第16

第17

第18

第19

第20

第21

第22

四万十市役所

市立中央公民館

不破地区集会所

四万十市多目的

デイケアセンター

中村商工会館

市立東山保育所

古津賀第２団地集会所

古津賀地区集会所

井沢団地集会所

市立竹島小学校体育館

双海地区集会所

平野地区集会所

四万十川下流交流センター

下田地区集会所

水戸公民館

名鹿地区集会所

間崎多目的集会施設

実崎地区集会所

山路多目的集会所

入田地区集会所

市立まなびの館

具同地区集会所

◆不明な点は四万十市選挙管理委員会事務局及び西土佐総合支所地域企画課へおたずねください。
（本庁）選挙管理委員会事務局　☎（34）1784（直）　　（総合支所）地域企画課☎（52）1111（代）

投票開始は、午前7時から市内全投票所で

中
　

筋

蕨
岡

大
　

川
　

筋

後
　

川

東
中
筋

地区別 投票区 区　域 投　票　所 投票時間

午後6時まで

森　沢

荒川、楠島、

国見、間

江ノ村、西ノ谷

上ノ土居、磯ノ川、

生ノ川

有岡、九樹、

有岡団地

横　瀬

手洗川

田出ノ川、高瀬、

楠、川登

鵜ノ江

勝　間

勝間川

久保川

三　里

佐　田

利岡、岩田、

若藤（出合を除く）

板ノ川、口鴨川、

若藤分出合

中鴨川、奥鴨川

田野川乙、敷地

田野川甲

藤、上分、

下分、内川

伊才原

森沢集会所

市立東中筋保育所

江ノ村地区集会所

磯ノ川地区集会所

有岡消防屯所

横瀬地区集会所

手洗川地区集会所

市立公民館大川筋分館

鵜ノ江地区集会所

市立勝間小学校

勝間川地区集会所

久保川地区集会所

三里地区集会所

佐田地区集会所

市立利岡保育所

板ノ川地区集会所

市立公民館鴨川分館

田野川乙集会所

田野川甲構造改善センター

蕨岡生活改善センター

市立公民館伊才原分館

第23

第24

第25

第26

第27

第28

第29

第30

第31

第32

第33

第34

第35

第36

第37

第38

第39

第40

第41

第42

第43

地区別 投票区 区　域 投　票　所 投票時間

午後5時まで

下古尾

竹屋敷

上古尾

大西ノ川

大用、小西ノ川

住次郎

片魚

常六、大屋敷

三ッ又

黒尊

奥屋内上

奥屋内下

玖木

口屋内

中半

岩間、茅生

藤ノ川

橘

津野川

津賀

薮ケ市、須﨑

大宮下

大宮中

大宮上

下家地、中家地

方の川　西ケ方

下方

宮地、奈路、館

用井

長生

奥半家

中半家、本村半家、

本村

中組

押谷、権谷

西富山活性化センター

竹屋敷公会堂

上古尾地区集会所

大西ノ川地区集会所

富山地区集会所

住次郎地区集会所

市立片魚小学校

市立常六小学校

三ッ又地区集会所

黒尊森林事務所休憩所

奥屋内上公会堂

奥屋内下集会所

市立公民館玖木分館

口屋内公民館

中半集会所

岩間農林産物集出荷所

藤ノ川農林漁家活動促進施設

橘集会所

津野川集会所

津賀集会所

須崎集会所

大宮下集会所

大宮生活改善センター

大宮上集会所

下家地集会所

市立西ケ方小学校

下方集会所

四万十市西土佐総合支所

用井集会所

長生集会所

半家集会所

市立本村小学校

江川流域交流センター

権谷せせらぎ交流館

第44

第45

第46

第47

第48

第49

第50

第51

第52

第53 

第54 

第55

第56

第57

第58

第59

第60

第61

第62

第63

第64

第65

第66

第67

第68

第69

第70

第71

第72

第73

第74

第75

第76

第77

富
　
　

山

西
　
　
　

土
　
　
　

佐

以下の投票所、投票時間が変更になっていますのでご注意ください
■投票所
　第５投票区 ･･･ 市立文化センター　→　中村商工会館
　第10投票区 ･･･ 竹島地区集会所　→　市立竹島小学校体育館
■投票時間
　中村地区、東山地区の第6投票区、具同地区（入田地区除く）
　　･･･ 午後７時閉鎖　→　午後６時閉鎖

平
成
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年
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月
号
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今
年
度
上
半
期(

４
〜
９
月)

の
市
の

ご
み
量
が
昨
年
に
比
べ
、
約
85
ｔ
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
で
は
ご
み
量
に
つ
い
て

は
前
年
度
比
２
９
４
ｔ
以
上
の
減
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て
は
11
％
以
上
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
も
の
は
資
源
ご
み
と
し
て
出
す
よ

う
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課

   

☎（
３
４
）６
１
２
６

ご
み
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平成24年度4～9月ごみ量（昨年との比較）

普通ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

チャレンジ事業
(資源ごみ)

合計

リサイクル率(％）

平成23年度
4～9月（t）

5,733.8

183.6

295.1

351.2

6,563.7

9.847

平成24年度
4～9月（t）

5,825.1

163.1

294.7

365.4

6,648.4

9.930

前年比増減（t）

91.3

△20.5

△0.4

14.3

84.7

0.084

10
月
16
日
〜
11
月
15
日

10
月
17
日
　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

　
　
　
　
　

九
樹
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
と
の
懇
談
会

　
　
　
　
　

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
協
定
調
印
式

　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
要
望
受

　
　

18
日
　

高
知
県
消
防
長
会
秋
季
総
会

　
　
　
　
　

新
宮
市
議
会
視
察
対
応

　
　

19
日
　

活
き
活
き
訪
問
検
診（
竹
屋
敷
、古
尾
）

　
　

21
日
　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式
、表
彰
式

　
　

22
日
　

日
田
市
議
会
視
察
対
応

　
　
　
　
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
特
別
措
置
法
早
期

　
　
　
　
　

制
定
、国
道
321
号
改
良
促
進
、西
南
大
規
模
公
園

　
　
　
　
　

建
設
促
進
、県
要
望（
高
知
市
）

　
　

24
日
　

四
国
市
長
会
議（
阿
波
市
）、徳
島
大
学
訪
問

　
　

25
日
　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業「
検
討
の
場
」（
高
知
市
）

　
　

26
日
　

活
き
活
き
訪
問
検
診（
勝
間
）

　
　
　
　
　

雇
用
創
造
促
進
協
、市
街
地
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

　
　

27
日
　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
リ
ハ
ー
サ
ル
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

28
日
　

敬
老
会

　
　

29
日
　

幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策
連
絡
協
議
会

　
　

31
日
　

東
京
都
港
区
と
の
国
産
材
活
用
促
進
に
関
す
る

　
　
　
　
　

協
定
調
印
式（
東
京
）

11
月
１
日
　

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知
市
）

　
　

２
日
　

四
万
十
国
有
林
野
市
町
村
長
有
志
協
議
会

　
　

３
日
　

具
同
地
区
運
動
会
、い
ち
じ
ょ
こ
将
棋
大
会

　
　

４
日
　

西
土
佐
運
動
会

　
　

５
日
　

幡
多
法
人
会
、Ｊ
Ａ
高
知
は
た
要
望
受

　
　

６
日
　

自
衛
隊
相
談
員
委
嘱
式

　
　
　
　
　

西
土
佐
小
組
合
長
連
絡
協
議
会
と
の
懇
談
会

　
　

８
日
　

四
国
横
断
自
動
車
道
、一
般
国
道
56
号
バ
イ
パ
ス

　
　
　
　
　

建
設
促
進
、高
知
県
市
町
村
道
整
備
促
進
、国
土

　
　
　
　
　

交
通
省
・
国
会
議
員
要
望（
東
京
）

　
　

９
日
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
特
別
措
置
法
早
期

　
　
　
　
　

制
定
、横
瀬
川
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
、内

　
　
　
　
　

閣
府
・
国
会
議
員
要
望
、関
東
高
知
県
人
会（
東
京
）

　
　

10
日
　

枚
方
市
友
好
都
市
物
産
フ
ェ
ア
、ふ
る
さ
と
応
援

　
　
　
　
　

団
関
西
交
流
会（
枚
方
市
）

　
　

11
日
　

西
土
佐
地
域
社
会
福
祉
大
会

　
　

12
日
　

こ
う
ち
山
の
日
活
動
事
業

　
　

13
日
　

国
東
市
区
長
会
視
察
対
応

　
　
　
　
　

四
万
十
市
自
主
防
災
連
合
会
設
立
総
会

　
　

14
日
　

弘
前
市
議
会
、土
佐
市
視
察
対
応

　
　
　
　
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
講
演
会

　
　
　
　
　

市
民
表
彰
市
民
賞
選
考
委
員
会

　
　
　
　
　

東
富
山
地
区
市
政
懇
談
会

　
　

15
日
　

四
万
十
川
改
修
期
成
同
盟
、国
土
交
通
省
、国
会

　
　
　
　
　

議
員
要
望（
東
京
）

市
長
日
誌

　

11
月
14
日
（
水
）
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
夢
見
亭
わ
っ
ぱ
氏
（
本
名：

秋

田
隆
実
さ
ん
）を
講
師
に
招
い
た
、消
費

者
啓
発
講
座
を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
や
金
の
押
し
買
い
ま

で
幅
広
い
悪
質
商
法
を
、
落
語
に
よ
っ

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
会
場
か
ら

笑
い
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
久
々
に
大
笑
い
す

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
」

「
こ
う
い
っ
た
講
座
な
ら
ま
た
受
け
た

い
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は

今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な

形
で
消
費

者
被
害
防

止
の
た
め

の
周
知
・

啓
発
を
継

続
し
て
い

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

消
費
者
啓
発
講
座

「
落
語
で
撃
退
悪
質
商
法
」

　

11
月
８
日
、
本
市
へ
の
民
泊
受
入
家
庭

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
県
観

光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
藤
澤
安
良
氏
を
講
師
に

招
い
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
な
ぜ
民
泊
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、民
泊
の
目
的
は
何
か
、民
泊

を
通
じ
て
、
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
お
互
い

が
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
向
上
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
受
け
入
れ
る
時
は
、
決
し
て
や
り

過
ぎ
な
い
、手
を
出
し
過
ぎ
な
い
、孫
や
子

ど
も
の
年
代
に
当
た
る
学
生
を
受
け
入
れ

る
た
め
、
楽
し
め
る
こ
と
や
好
き
な
食
べ

物
な
ど
構
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
が

ち
に
な
る
け
ど
、
そ
れ
は
逆
に
学
生
た
ち

の
た
め
に
な
ら
な
い
。
い
く
ら
研
修
で
口

が
す
っ
ぱ
く
な
る
く
ら
い
言
っ
て
も
、

や
っ
て
し
ま
う
家
庭
が
あ
る
が
、
そ
う
で

は
な
い
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、農
業
体
験
の
受
入
れ
で
は
、未
体

験
だ
か
ら
自
由

に
や
ら
す
の
で

は
な
く
、
む
し

ろ
農
業
の
大
変

さ
（
重
労
働
）
を

教
え
伝
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ

る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会

　

（
観
光
課
）
　

☎（
３
４
）１
７
８
３

農
業
体
験
・
民
泊
体
験
受
入

家
庭
普
及
研
修
会

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り
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四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
資
格
を
有
す

る
人
の
申
請
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い

と
投
票
も
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
確
定
の
選
挙
人
名

簿
の
登
載
者
に
つ
い
て
は
、個
人
宛
に
申
請

書
等
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
申
請

さ
れ
よ
う
と
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
下
記

「
申
請
書
の
備
付
場
所
」
に
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
該
当
者

　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
、次
に
該
当
す
る
人

　

（
１
）年
齢
20
歳
以
上
の
人

　

（
２
）
10
ア
ー
ル
（
１
反
）
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
同

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間

お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
人

■
申
請
書
の
提
出
期
限

　

平
成
25
年
１
月
10
日
（
木
）
ま
で
左
記
の

場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
中
村
地
域

　

①
申
請
書
を
郵
送
の
場
合

　

〒
７
８
７‐

８
５
０
１

　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10

　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

②
申
請
書
を
持
参
す
る
場
合

　

市
役
所
本
庁
５
階
　

　

（
市
）農
業
委
員
会
事
務
局

●
西
土
佐
地
域

　

〒
７
８
７‐
１
６
０
１
　

　

四
万
十
市
西
土
佐
江
川
﨑
２
４
４
５‐

２

　

四
万
十
市
西
土
佐
総
合
支
所

　

産
業
建
設
課

■
申
請
書
の
備
付
場
所

　

○（
本
庁
）農
業
委
員
会
事
務
局
、（
本
庁
）

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、（
総
合
支

　
　

所
）地
域
企
画
課

　

○
高
知
は
た
農
業
協
同
組
合
中
村
支
所
、

　
　

西
土
佐
支
所
、
中
村
東
部
出
張
所
、
中

　
　

村
南
部
出
張
所
、中
村
北
部
出
張
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
３
４
）１
７
８
４

　

平
成
25
年
度
（
市
外
業
者
は
平
成
25
、
26
年

度
）
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
物
品
買
入
れ

な
ど
に
つ
い
て
、
一
般
・
指
名
競
争
入
札
へ
の
参

加
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

平
成
25
年
１
月
４
日(

金)

〜

31
日(

木)

　

※

土
、日
、祝
日
は
除
く

申
請
方
法
　

市
内
業
者
は
持
参
。

　
　
　
　
　

市
外
業
者
は
郵
送
も
可
。

　
　
　
　
　

(

た
だ
し
、期
間
内
に
必
着
の
こ
と)

申
請
書
類

・
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

・
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合
評
定
値

　

通
知
書（
直
近
の
も
の
の
写
し
）
　

　

※

建
設
工
事
の
み

・
納
税
証
明
書
ほ
か

　

※

用
紙
の
サ
イ
ズ
は
原
本
以
外
Ａ
４
サ
イ
ズ

　
　

と
し
ま
す
。

・
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書
お
よ
び
照
会

　

承
諾
書

※

詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　

た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
本
庁
）財
政
課 

管
財
契
約
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
０

四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
申
請 

再
募
集

　

市
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
に
つ
い
て
は
、①
通
常
申
請
枠
と
、②

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
の
補
助
金
確

定
者
枠
を
設
け
て
募
集
し
、現
在
、①
の
受
付

は
終
了
し
、
②
の
申
請
の
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
②
に
つ
い
て
は
、
申
請
期
間
を
12
月

31
日（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
と
し
て
い
ま
す

が
、予
算
が
残
っ
た
場
合
、平
成
25
年
１
月
15

日
（
火
）
か
ら
は
、
①
・
②
の
枠
を
設
け
ず
、
全

て
の
対
象
者
の
申
請
を
受
け
付
け
る
予
定
で

す（
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）。

　

な
お
、再
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、平
成

25
年
１
月
７
日
（
予
定
）
に
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」に
掲

載
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
か
、（
市
）
環
境
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
を

完
了
し
実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
条

件
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

　

0（
３
４
）６
１
２
6
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水
辺
の
楽
校

　

「
水
辺
の
楽
校
」

は
環
境
学
習
支
援

事
業
と
し
て
、
市

内
の
児
童
を
対
象

に
川
原
や
そ
の
周

辺
を
学
習
の
場
と

し
て
活
用
し
、
水

に
親
し
み
、
河
川

環
境
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
市
内

の
小
学
校
と
四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
７
月
〜
11
月
に
か
け
て
４
回
開
催
さ
れ
、

中
村
南
小
学
校
、具
同
小
学
校
、東
山
小
学
校
、竹
島

小
学
校
の
児
童
合
わ
せ
て
２
０
２
人
が
ト
ン
ボ
公

園
、
佐
田
の
沈
下
橋
、
鍋
島
の
ト
ン
ボ
池
等
で
水
辺

の
楽
校
に
参
加
し
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
講
師
の
お

話
を
熱
心
に
聴
い
た
後
、昆
虫
や
水
生
生
物
の
捕
獲

に
挑
戦
し
、身
近
な
自
然
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

児
童
た
ち
は
水
辺
の
楽
校
に
参
加
し
て
、「
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
」「
自
然
の
良
さ
が
分
か
っ
た
」「
自

然
を
僕
た
ち
で
守
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
こ
の
事
業
に
は
、四
万
十
川
清
流
保
全
基
金

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
土
佐
運
動
会

　

11
月
４
日
（
日
）
、
西
土
佐
地
区
運
動
場
に

て
「
第
４
回 

西
土
佐
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
こ
の
運
動
会

は
、
昭
和
33
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
12
の
分
館
か
ら
地
域
の
威
信
を
か
け
て

選
手
が
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。今
回
は

中
村
青
年
会
議
所
の
初
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。

　

真
剣
な
中
に
も
笑
い
が
溢
れ
、西
土
佐
地

域
外
か
ら
も
大
勢
の
人
が
訪
れ
、晩
秋
の
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
西
ヶ
方
分
館
が
初
優
勝
し
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

分館対抗リレー（男女、年代別）
運動会最後の種目で一番の盛り上がりを見せます

ぼくもわたしも後継者
お菓子に向かってダッシュ！！

おh－縄跳び
10人が心をひとつにジャンプ！！

　

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
森
は
、日
鉄
住
金
環
境

プ
ラ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ｎ
Ｓ

Ｅ
Ｓ
）
と
高
知
県
、
四
万
十
市
で
協
働

の
森
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
結
ん
だ

森
で
す
。

　

11
月
10
日
（
土
）
、
西
土
佐
玖
木
地
吉

の
協
定
森
林
で
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
社
員
54
人

を
迎
え
、
体
験
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

ノ
コ
ギ
リ
で
の
間
伐
は
初
め
て
の
体

験
と
い
う
社
員
が
多
く
、地
元
し
ま
ん

と
黒
尊
む
ら
や
高
知
県
環
境
共
生
課
、

幡
多
林
業
事
務
所
、エ
コ
企
画
四
万
十

の
人
々
の
指
導
の
も
と
、協
定
の
森
の

ヒ
ノ
キ
を
一
緒
に
な
っ
て
切
り
倒
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
協
賛
金
を
活
用

し
、
今
年
６
月

か
ら
６
へ
ク

タ
ー
ル
の
搬

出
間
伐
を
実

施
し
て
い
ま

す
。

四
万
十
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ

　
　
　
　

の
森
で
交
流

平
成
24
年
12
月
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古
津
賀
第
二
団
地
地
区
会
　

こ
ど
も
教
育
サ
ポ
ー
ト
賞
受
賞

中
央
区
小
中
学
校

音
楽
祭

市教委だより

　

「
こ
ど
も
教
育
サ
ポ
ー
ト
賞
」
は
、
坂
本
教
育
賞

と
同
じ
く（
財
）高
知
県
文
教
協
会
が
主
催
す
る
も

の
で
、
こ
ど
も
の
健
全
育
成
や
教
育
活
動
に
顕
著

な
貢
献
を
し
た
民
間
の
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る

賞
で
す
。

　

古
津
賀
第
二
団
地
地
区
会
（
代
表：

森
本
宏
区

長
）
は
、「
平
成
２
年
に
中
村
養
護
学
校
が
高
知
県

の
地
域
交
流
活
動
教
育
の
研
究
指
定
を
受
け
た
の

を
機
に
、地
元
古
津
賀
第
二
団
地
地
区
会（
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
、女
性
部
、青
年
団
、自
衛
消
防
隊
）と
の

交
流
が
始
ま
り
20
年
以
上
活
動
が
続
い
て
い
る
。

当
初
は
餅
つ
き
大
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

関
係
が
多
く
青
年
団
が
中
心
と
な
り
活
動
を
盛
り

上
げ
て
き
た
。現

在
は
地
域
の
美

化
活
動
、寄
宿
舎

行
事
の
夏
祭
り

で
の
交
流
、避
難

訓
練
な
ど
様
々

な
活
動
に
関
わ

り
子
ど
も
た
ち

を
支
え
る
活
動

に
積
極
的
に
取

り

組

ん

で

い

る
。
」
と
の
理
由

で
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

中
央
区
小
中
学
校
音
楽
祭
が
11
月
15
日（
小
学
校
）、

16
日（
中
学
校
）の
両
日
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
区
音
楽
祭
は
四
万
十
市
と
三
原
村
の
小
中
学
校

が
参
加
す
る
音
楽
祭
で
、本
市
か
ら
は
市
立
の
全
小
中

学
校
26
校
が
参
加
し
、こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
た
歌

や
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

中
村
南
小
学
校

坂
本
教
育
賞
受
賞

　

中
村
南
小
学
校
が

「
坂
本
教
育
賞
」
を
受

賞
し
、11
月
10
日
に
高

知
市
内
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
に
は
、
教
育

長
、
中
村
南
小
学
校

長
、中
村
南
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
副
会
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

坂
本
教
育
賞
は

（
財
）
高
知
県
文
教
協

会
が
主
催
し
、毎
年
県

下
小
中
学
校
の
中
か

ら
優
秀
な
成
果
を
上

げ
た
小
学
校
２
校
と

中
学
校
１
校
に
贈
ら

れ
る
賞
で
す
。

　

中
村
南
小
学
校
は
、

「
道
徳
教
育
の
推
進
と
普
及
の
た
め
、研
究
主
題
を『
自
己
を

み
つ
め
　

関
わ
り
な
が
ら
　

き
ら
り
輝
く
心
を
持
つ
子
ど

も
の
育
成
』
と
し
、
研
究
実
践
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。ま
た
、道
徳
教
育
の
計
画
、道
徳
の
時
間
の
質
的
向
上
と

児
童
の
道
徳
性
の
育
成
に
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
と
お

し
て
取
り
組
み
、
研
究
成
果
を
広
く
発
信
し
、
心
豊
か
な
児

童
の
育
成
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
校
朝
会
活

動
の
活
用
、
縦
割
り
班
活
動
に
よ
る
集
団
性
の
育
成
、
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
等
、豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。」と
の
理
由
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

田野川小学校全校児童による斉唱

西土佐中学校音楽部による合奏

地区代表（前列）と中村養護学教頭・校長（後列）

中村南小学校教職員（全22名）
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話
室
」ー
全
国
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長
会『
市
政
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掲
載
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税務課からのお知らせ

土
地
、家
屋
の

　

異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か

土
地
、家
屋
の

　

異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か

土
地
、家
屋
の

　

異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
　
　

■
土
地
の
利
用
状
況（
宅
地
、田
、畑
、山
林
、原
野
、

雑
種
地
）に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

■
家
屋
の
新
築
、
増
築
な
ど
で
面
積
の
異
動
が

あ
っ
た
場
合
な
ら
び
に
、
取
り
壊
し
が
あ
っ
た

場
合

※
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日（「
賦
課
期
日
」

と
い
い
ま
す
）に
土
地
、家
屋
、償
却
資
産（
こ
れ

ら
を
総
称
し
て
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
を

所
有
し
て
い
る
人
が
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を

も
と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

資
産
税
係
　

☎（
3
5
）4
4
2
8

　

（
総
合
支
所
）税
務
係
　
　
　
　
　

 

☎（
5
2
）1
1
1
1

１
月
は
償
却
資
産
の

　
　
　
　

申
告
月
で
す

　
　
　
　
　

申
告
は
お
早
め
に
!!

１
月
は
償
却
資
産
の

　
　
　
　

申
告
月
で
す

　
　
　
　
　

申
告
は
お
早
め
に
!!

■
対
象
者

　

平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、
市
内
に

所
在
す
る
事
業
用
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

個
人
お
よ
び
法
人
。

■
提
出
期
限

　

平
成
25
年
1
月
31
日（
木
）ま
で

※
申
告
用
紙
、注
意
事
項
な
ど
は
郵
送
し
ま
す
。

１
月
は
償
却
資
産
の

　
　
　
　

申
告
月
で
す

　
　
　
　
　

申
告
は
お
早
め
に
!!

市税の納め忘れはありませんか?

■本庁税務課窓口では平日の昼休み（12時～13時）も納税相談などを行っています。
■市税の納付には便利な口座振替をご利用ください。詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　（本庁）税務課 収納係 （35）5552　（総合支所）税務係 （52）1111

今月は、市税の滞納整理を強化しています。市税を納め忘れの人はお早めに納付くださるようお願いします。

平
成
24
年
度

　

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　

入
賞
者

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
お
よ
び
国
税
庁

で
は
、租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、毎
年
９
月
に
、

全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
募
集
は
今
回

で
46
回
目
と
な
り
、

市
内
で
は
左
記
の
生

徒
が
入
賞
し
ま
し

た
。

　

県
知
事
賞
の
山
本

茉
穂
さ
ん
は
、
１
年

生
時
に
続
き
２
回
目

の
受
賞
と
な
り
ま

す
。

　

11
月
14
日（
水
）に
は
、県
立
中
村
中
学
高
等
学

校
に
て
、中
村
税
務
署
に
よ
る
、笹
原
心
さ
ん（
写

真
）
、
今
城
鮎
里
さ
ん
へ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
同
校
に
お
け
る
「
税
の
標

語
」（
全
国
関
税
会
総
連
合
会
主
催
）の
入
賞
者
５

名
へ
の
伝
達
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」市
内
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
高
松
国
税
局
長
賞
】

　

笹
原
心（
県
立
中
村
中
・
３
年
）

【
高
知
県
知
事
賞
】

　

山
本
茉
穂（
八
束
中
・
３
年
）

【
中
村
税
務
署
長
賞
】

　

今
城
鮎
里（
県
立
中
村
中
・
３
年
）

【
四
万
十
市
租
税
教
育
研
究
会
会
長
賞
】

　

谷
口
七
海（
中
村
西
中
・
３
年
）

　

濵
崎
詩
織（
西
土
佐
中
・
３
年
）

【
中
村
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
】

　

東
　

明
芳（
市
立
中
村
中
・
３
年
）

　

永
沢
し
お
り（
東
中
筋
中
・
３
年
）

　

久
保
美
紗
子（
中
村
西
中
・
３
年
）

　

年
末
年
始
は
、
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
や
交
通
量
の
増
加
な
ど

を
原
因
と
し
て
、
交
通
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
、
対

向
車
な
ど
に
車
の
接
近
を
知
ら
せ
る

た
め
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
、
歩
行

者
、
自
転
車
は
明
る
い
服
装
や
反
射

材
の
積
極
的
な
着
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■
実
施
期
間
　

　

12
月
10
日（
月
）

　
　

〜
平
成
25
年
１
月
９
日（
水
）

■
重
点
目
標

　

１
．
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

　
　

  

故
防
止

　

２
．飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

　

３
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　

☎（
５
２
）１
１
１
１
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12
平成24年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

12 （154冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

アンデスのリトゥーマ

いじめは７時間で解決できる！

旅猫リポート

団塊世代の孫育てのススメ

鋼の綻び

はじめよう！木版画

まりしてん【ギン】千代姫

拉致と決断

マリオ・バルガス

片木　悠

有川　浩

宮本　まき子

相場　英雄

五所　菊雄

山本　兼一

蓮池　薫

オリンポスの神々と７人の英雄

クリスマスってなあに？

劇団６年２組

しずかな、クリスマスのほん

新世界へ

ちがうねん

つるばら村の魔法のパン

ぼくとヨシュと水色の空

リック・リオーダン

ジョーン・Ｇ.ロビンソン

吉野　万理子

レナータ・リウスカ

あべ　弘士

ジョン・クラッセン

茂市　久美子

ジーグリット・ツェーフェルト

★ 

土
佐
民
話
紙
芝
居
＆
講
演
会
★

　

市
原
麟
一
郎
さ
ん
ご
本
人
に
よ
る
手
作
り
の
土
佐
民
話
紙
芝
居
の
実

演
で
す
。今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
と
し
て
行
い
ま
す
。子
ど
も

さ
ん
も
大
人
の
方
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

　

日
程：

12
月
16
日（
日
）

　
　

13：

30
〜
14：

10
　

土
佐
民
話
紙
芝
居
　

（
対
象：

４
歳
〜
）

　
　

14：

20
〜
14：

50
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
お
楽
し
み
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
対
象
：
紙
芝
居
参
加
の
子
ど
も
）

　
　

15：

00
〜
16：

00
　

講
演
会
『
土
佐
の
笑
い
話
』（
対
象：

大
人
）
　
　

　
　
　
　
　

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
December

12
月
10
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

17
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

23
日
（
日
）
天
皇
誕
生
日

12
月
24
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

27
日
（
木
）
館
内
整
理
日

　

＊
12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）年
末
年
始
の
お
休
み

＊
来
年
は
１
月
４
日（
金
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

＊
お
休
み
が
続
き
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
み
ん
な
で
支
え
る
公
的
年
金
】

　

高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、

一
家
の
担
い
手
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
に
所
得
保
障
を
行

い
、本
人
ま
た
は
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
く
の
が
公
的
年

金
制
度
で
す
。

　

公
的
年
金
は
、多
く
の
国
々
で
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

日
本
で
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
皆
年
金 

（
全
て
の
国
民
が
年
金
保
障
の
対
象
）

②
社
会
保
険
方
式（
保
険
料
の
納
付
実
績
に
応
じ
て
、年

金
を
受
け
る
権
利
・
金
額
が
決
ま
り
ま
す
）

③
世
代
間
扶
養（
現
役
世
代
の
納
め
る
保
険
料
が
、今
の

高
齢
世
代
の
生
活
を
支
え
、
現
役
世
代
が
高
齢
者
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
次
の
世
代
の
納
め
る
保
険
料
が

生
活
を
支
え
る
仕
組
み
、す
な
わ
ち『
世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
』を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
）

【
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
】

　

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
」と
思
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、国
民
年
金
に
は
次
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
生
涯
の
年
金
額
は
保
険
料
の
1
・
7
倍
以
上

　
　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、２
分
の
１（
平
成

21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分
の
１
）
が
国
庫
負
担
（
税

金
）で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、支
払
っ
た
保
険
料
を
上

回
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、１
９
８
５
年
生

ま
れ（
２
０
０
５
年
に
20
歳
）の
人
で
も
納
め
た
保
険

料
の
1
・
7
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

②
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
　

国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限
り
年
金
が
受
け
取

れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
あ
り
、
老
後
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

③
ケ
ガ
や
病
気
、万
が
一
の
と
き
に
も
サ
ポ
ー
ト

　
　

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、
加
入
者

が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
傷
害
が
残
っ
た
と
き
は
「
障

害
基
礎
年
金
」、亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
そ
の
遺
族

に「
遺
族
基
礎
年
金
」が
支
給
さ
れ
る
な
ど
あ
な

た
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

④
納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　
　

納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の
際
に
全
額

が「
社
会
保
険
料
控
除
」と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

⑤
国
民
年
金
は
経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　
　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、
年
金
を

支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み

に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に

加
入（
20
歳
）し
て
か
ら
年
金
を
受
給（
65
歳
）す

る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が
大
き
く
変
動
し
た

と
し
て
も
、年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

【
国
民
年
金
の
加
入
方
法
】

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
は
、国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
は
、職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　
　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
人

な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
ご
自
分
で
幡
多
年
金

事
務
所
か
市
役
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行

い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　
　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
加
入
手
続

き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　
　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
の
人
で
、
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　

☎（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

☎（
５
２
）１
１
１
１
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（
市
）保
健
介
護
課
で
は「
生
き
生
き
フ
ェ

ス
タ
し
ま
ん
と
」を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
　

時
　

平
成
25
年
１
月
20
日（
日
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

２
階
大
ホ
ー
ル

歯
と
食
事
コ
ー
ナ
ー

◇
歯
に
つ
い
て
の
お
話
と
展
示

◇
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
試
食
品

体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

◇
身
長
・
体
重
・
握
力
・
バ
ラ
ン
ス
・
垂
直
跳

び
測
定
・
起
立
時
間
測
定

◇
体
脂
肪
率
・
筋
肉
量
測
定

◇
血
液
さ
ら
さ
ら
度
チ
ェ
ッ
ク

◇
骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク

◇
血
管
年
齢
測
定

◇
Ｃ
Ｏ
モ
ニ
タ
ー

※
時
間
の
関
係
で
希
望
者
多
数
の
場
合
は

お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）保
健
介
護
課
　

0（
３
４
）１
１
１
５

生
き
生
き
フ
ェ
ス
タ

し
ま
ん
と

【特定健診のご案内】     
市では糖尿病などの生活習慣病を予防する為に特定健診を実施しています。生活習慣病になり治療が必要となる前に予防することで、健康

な毎日を送ることができます。     

今年度にまだ特定健診（生活習慣病健診）をお済みでない人は、下記の医療機関に特定健診受診券を持参のうえ、ぜひ受診をよろしくお願い

します。     

（受診券有効期限：平成25年1月31日まで）※国民健康保険に加入してる40歳～74歳の人で、受診券を送付している人が対象です。     

○特定健診を受診できる市内の医療機関     

大野内科、要医院、木俵病院、さくらクリニック、佐々木整形外科、四万十市民病院、（医療生協）四万十診療所、竹本病院、中村クリニック、

中村病　西土佐診療所、幡多病院、松本病院、森下病院、山下整形外科［五十音順］     

※12月15日(土)までの計画については、広報四万十１１月号に掲載しています。     

【お詫びと訂正】　　広報四万十11月号掲載　献血受付月日   

  　　　　　　　　　 　　　正：12月13日（木）　　　誤：12月12日（水）　   

【問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

12
事　　業　　名　

定例健康相談

健康の集い

乳がん検診

乳がん検診

乳児健診

乳がん検診

医師による子育て相談【要予約】

１歳９ヵ月児健診

定例健康相談

健康の集い（食事会セット）

マム＆チルドレン

乳児健診

3歳児健診

輝くカラダ塾

健康の集い

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

出張健康相談

１歳９ヵ月児健診

月日

17日（月）

18日（火）

19日（水）

20日（木）

21日（金）

7日（月）

9日（水）

11日（金）

16日（水）

17日（木）

18日（金）

該当地区

全地区

全地区

全地区

　

時　　間

9:00～11:00

13:30～

個別通知

個別通知

12:50～13:30

個別通知

9:00～12:00　13:00～17:00

12:50～13:30

9:00～11:00

11:00～

10:00～11:30

12:50～13:30

12:50～13:30

13:00～13:30

10:00～

9:30～11:00

9:30～11:00

9:00～11:00

12:50～13:30

場　　　所

西土佐分署横

奥屋内下集会所

文化センター

文化センター

健康管理センター

文化センター

四万十市役所

健康管理センター

西土佐分署横

西ケ方集会所

地域子育て支援センターぽっぽ

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

玖木公民館

健康管理センター

健康管理センター

ＪＡ高知はた西土佐支所

健康管理センター

12

月

1

月

平
成
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高
知
県
民
の
40
歳
代
・
50
歳
代
の
死
因

ト
ッ
プ
は
男
女
と
も
が
ん
に
な
り
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
他
の
が
ん
と
同
様
に
、
特

に
働
き
盛
り
の
40
歳
代
か
ら
罹
患
率
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
腸
が
ん
の
治

癒
率
は
７
割
、早
期
で
あ
れ
ば
９
割
以
上
が

完
治
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

早
期
の
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
は
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
腸
が
ん
の
無
料
検
診
対
象
者
に
は「
大

腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
と
「
大
腸

が
ん
無
料
検
診
手
帳
」を
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
検
診
希
望
の
人
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
限
は
平
成

25
年
２
月
28
日
ま
で
）

検
査
方
法

　

検
診
で
は
、便
に
混
じ
っ
た
大
腸
が
ん
か

ら
の
出
血
を
調
べ
る
「
便
潜
血
検
査
」
を
行

い
ま
す
。

　

２
日
分
の
採
便
が
必
要
で
す
が
、自
宅
で

で
き
、検
査
前
の
食
事
制
限
も
な
い
簡
単
な

検
査
で
す
。

　

採
取
し
た
便
は
指
定
し
た
日
時
・
場
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。検
査
の
結
果
は
後
日
、

再
検
査
の
必
要
な
人
の
み
２
週
間
以
内
に

通
知
し
ま
す
。

※
異
常
の
な
い
人
に
は
通
知
は
し
ま
せ
ん

申
込
方
法

　

大
腸
が
ん
検
診
に
は
「
検
査
キ
ッ
ト
」
が

必
要
で
す
。検
査
キ
ッ
ト
の
申
し
込
み
は
左

記
の
方
法
で
受
け
取
り
ま
す
。

①
返
信
用
封
筒
に「
申
込
書
」と「
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」を
入
れ
返
送
↓
後
日
自
宅
に
郵

送
し
ま
す

②
「
申
込
書
」
と
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
持

参
し
市
窓
口
へ
↓
検
査
キ
ッ
ト
を
お
渡

し
し
ま
す
。

③
「
申
込
書
」
と
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
持

参
し
集
団
検
診
配
付
会
場
へ
↓
検
査

キ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
集
団
検
診
配
付
日
は
個
別
通
知
時
に
配

付
し
た
日
程
表
等
を
、
回
収
日
は
検
査

キ
ッ
ト
と
一
緒
に
お
渡
し
す
る
日
程
等

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

　
　

0（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

　
　

0（
５
２
）１
１
３
２

大
腸
が
ん
無
料
検
診

対
象
者
の
お
知
ら
せ

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、新
薬
と
同

等
の
有
効
成
分
、
効
能
・
効
果
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比
べ

て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価
格

と
な
っ
て
お
り
、切
り
替
え
る
こ
と
で
薬
代

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、治
療
内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬
で
の

治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通

知
書
の
送
付

〜
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
約
６
割
が

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
〜

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自

己
負
担
額
が
一
定
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
通
知
を
昨
年
３

月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本

年
６
月
ま
で
に
１
７
０
１
人
が
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
、約
１
５
０
０

万
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自
己
負
担
額
の
軽

減
ば
か
り
で
な
く
、国
保
財
政
の
改
善
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
場
合
は

　

受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
主
治

医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド
は

保
険
証
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
役
所
１
階
市
民
課
、西
土
佐
総
合
支
所
に

も
あ
り
ま
す
）

　

医
療
費
削
減
の
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係
　

　
　

0（
３
４
）１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）市
民
課 

　
　
　
　
　
　

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

　
　

0（
５
２
）１
１
１
１

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
ご
存
じ
で
す
か

生年月日

昭和46年4月2日

～昭和47年4月1日

昭和41年4月2日

～昭和42年4月1日

昭和36年4月2日

～昭和37年4月1日

昭和31年4月2日

～昭和32年4月1日

昭和26年4月2日

～昭和27年4月1日

年齢

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

対象者（年齢は前年度を基準）

平
成
24
年
12
月
号

21



平
成
25
年
度

　

保
育
所
の
入
所
受
付
が

　
　

始
ま
り
ま
す

平
成
25
年
度

　

保
育
所
の
入
所
受
付
が

　
　

始
ま
り
ま
す

★
こ
ん
な
と
き
に
保
育
所
に
入
所
で
き
ま
す

　

保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、出
産
、病
気
な
ど
に
よ
り
、ご
家
庭

で
の
保
育
が
十
分
で
き
な
い
場
合
に
、保
護
者
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
保
育
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　

所
定
の
入
所
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

※
入
所
申
込
書
は
12
月
17
日（
月
）よ
り
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間

　

●
４
月
入
所

　
　

平
成
25
年
１
月
15
日（
火
）〜
25
日（
金
）

　

●
５
月
以
降
入
所

　
　

平
成
25
年
１
月
15
日（
火
）〜
随
時

　
　

※
５
月
以
降
の
入
所
に
つ
い
て
は
前
月
15
日
を
締
切
と
し

　
　
　

て
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

◇
受
付（
配
布
）場
所
お
よ
び
時
間

　

●
平
　

日

　
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

保
育
所
係

　
　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　

 

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　

（
各
保
育
所
）

　
　

 

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

●
土
曜
日：

市
役
所
閉
庁
の
た
め
保
育
所
の
み
で
受
付

　
　

 

８
時
30
分
〜
12
時

※
入
所
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
付
は
行
い
ま
す
が
、申
し

　

込
み
状
況
に
よ
り
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
、孫
育
て
に
奮
闘
中
の
み
な
さ
ん
。

　

人
形
劇
団
代
表
と
し
て
、長
年
全
国
の
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
っ
て
き
た
永
野
さ
ん
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
お
話
に
元
気

を
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

　

講
演
は
無
料
で
す
。紙
封
筒
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
必
見

で
す
。託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
　

師
　

永
野
む
つ
み
（
人
形
劇
団
ひ
ぽ
ぽ
た
あ
む
代
表
）

〔
講
演
会
〕
　

１
月
11
日（
金
）

　

「
感
動
す
る
こ
と
・
育
つ
こ
と
　

思
春
期
編

　
　

〜
う
る
せ
え
く
そ
ば
ば
あ
と
言
わ
れ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

赤
飯
を
た
こ
う
〜
」

　
　

時
　

間
　

19
時
〜
20
時
30
分

〔
講
演
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〕
　

１
月
12
日（
土
）

　

「
感
動
す
る
こ
と
・
育
つ
こ
と
　

幼
児
期
編

　
　
　
　
　
　

〜
感
じ
る
心
が
考
え
る
頭
を
育
て
る
〜
」

　
　

時
　

間
　

14
時
〜
15
時
30
分

　

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
）
　

　

〜
紙
封
筒
で
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
生
き
物
を
作
ろ
う
〜

　
　

時
　

間
　

15
時
40
分
〜
17
時
30
分

　
　

材
料
費
　

３
０
０
円

　
　
　

※

は
さ
み
と
の
り
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

い
ず
れ
も
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
階
　

大
会
議
室
Ⅱ

託
　

児
　

３
歳
〜
小
学
３
年
生
ま
で

　
　
　
　

（
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
　

　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

☎（
３
４
）７
３
１
１

子
育
て
講
演
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

保
育
所
名

愛
育
園

も
み
じ

あ
お
ぎ

下
田

竹
島

古
津
賀

東
山

蕨
岡

大
用

川
登

利
岡

具
同

八
束

東
中
筋

中
筋

川
崎

本
村

め
ぐ
み
乳
児

ひ
か
り
乳
幼
児

定
員110901305030100804520303021060655070354550

所
在
地

中
村
東
町
3
丁
目
1-

27

中
村
四
万
十
町
2
2
4
8-

1

右
山
元
町
2
丁
目
3-

1-

31

下
田
2
2
6
0-

1

竹
島
3
3
1
8

古
津
賀
1
丁
目
1
2
0

安
並
1
7
2
6

蕨
岡
甲
6
7
9
7

大
用
8
6
0-

6

川
登
1
0
4
0

利
岡
22-

1

具
同
田
黒
1
丁
目
11-

46

間
崎
1
4
8
3-

7

楠
島
9
4
5-

5

有
岡
2
2
1
0

西
土
佐
江
川
崎
2
2
5

西
土
佐
江
川
8
2
6-

1

具
同
田
黒
1
丁
目
11-

38

古
津
賀
9
4
2

電
話
番
号

（
3
5
）2
5
1
4

（
3
5
）3
7
3
4

（
3
5
）3
5
8
2

（
3
3
）0
1
3
3

（
3
3
）0
7
4
6

（
3
5
）4
8
8
6

（
3
5
）6
4
7
2

（
3
2
）1
0
3
1

（
3
9
）2
4
1
3

（
3
8
）2
4
1
6

（
3
5
）6
6
6
4

（
3
7
）3
8
2
6

（
3
6
）2
4
0
1

（
3
7
）1
1
3
3

（
3
7
）0
0
8
5

（
5
2
）1
2
7
7

（
5
2
）1
2
8
1

（
3
7
）2
1
2
1

（
3
5
）6
6
0
5

平
成
25
年
度
実
施
予
定
保
育
所

※

定
員
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

保
育
所
係

　

☎（
３
４
）１
７
８
０

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

平
成
24
年
12
月
号
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時

場

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1,2,3歳児対象

　たこを飛ばそう①②③　
　
　お母さんと一緒に簡単なたこを作るよ♪どんなたこがで

きるかな？

　お庭で元気いっぱい飛ばそうね！　

1月11日（金）　9:30～11：30
子育て支援センター

　　その他の活動

クリスマスお楽しみ会

　歌ったり、踊ったり、おやつを食べたり・・・みんなで楽し
くクリスマスを過ごしましょう！サンタさん、プレゼントを
持って来てくれるかな？
　おやつを持って参加してね。

〔ぴよちゃんクラブ〕12月18日（火）　9：30～11：30
〔1,2,3歳児〕　　　  12月19日（水）　9：30～11：30
子育て支援センター

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合があります
　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号が付いてい
　る活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

保 育 所 名

東中筋保育所

もみじ保育所

　月　日

12月19日（水）

12月18日（火）

時　間

9:30～11:00

10:00～11:00

駐車場

数台分有

なし

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

時

場

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10 0（３５）３７４８

育　児　相　談
相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:30～16:30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽
にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての
相談にも応じます。
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合があ
　ります。
※第３木曜日（9:30～11:30）は、家庭相談員による育児相
談を行っています。

　今回使用したなすもにらも、高知県での生産量は全国トップ！

　特に11月から6月にかけて栽培される冬春なすは全国1位の生産量を誇っ

ています。できるだけたくさん、地元の新鮮な野菜を子どもたちに食べても

らいたいところですが、なすは子どもたちが苦手な野菜のひとつ。保育所の

給食でも、カレーやミートソース、炒め物の脇役として活躍しますが、なか

なか主役になる機会はなく、ちょっと気の毒です。

　高知は野菜王国！　子どもたちが高知産の野菜を身近に感じられるよ

う、時々は主役になってもらうのもいいですね。

食　育

材料（3～4人分）
・長なす……………………2本
・豚挽き肉…………………200ｇ
・ニラ………………………1/2わ
・にんにく…………………少々
・ごま油（炒め用）…………少々
・中華スープ………………150cc
・砂糖………………………小さじ2
・しょうゆ…………………小さじ２
・あわせ味噌………………大さじ１
・みりん……………………小さじ２
・塩…………………………小さじ1/2
・水溶き片栗粉……………適量
※辛味が大丈夫なら、豆板醤を加え
　てください。

　　栄養成分（1人分）
　エネルギー：218kcal
　たんぱく質：14.4ｇ
　脂　　　質：12.25ｇ
　食　　　塩：2.1ｇ

ニラが香る麻婆なす

（福祉事務所 保育所係 橋田典子）

作
り
方

① なすは乱切りにして水にさらし、ニラは刻んでおきます。

② なすをひたひたの中華スープで下煮します。（鶏がらスープでも可）

　 スープは後で150cc使うので捨てずにとっておいてください。

③ ごま油とにんにくを熱して豚挽き肉とニラを炒め、砂糖、塩、しょう

　 ゆ、味噌、みりんで味付けします。

④ ③に、なすと、なすを煮たスープを150cc程度加えて煮ます。

⑤ 全体的に煮詰まって味がからまったら水溶き片栗粉を回し入れて

　 さっと混ぜ合わせ、お好みのとろみがついたら火を止めます。

　なすの皮の紫色は、ポリフェノールの一種であるアントシ

アニン系色素ナスニン。これは抗酸化作用が強く、がんや生

活習慣病の引き金になるとされている活性酸素の働きを抑え

る作用があります。なすを皮のまま食するのにはこのような

利点もあります。

（所要時間：約20分）

平
成
24
年
12
月
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土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線

　

団
体
利
用
・

　

列
車
貸
切
利
用
運
賃
特
別
割
引

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
を
８
人
以
上
の

団
体
で
利
用
す
る
場
合
の
団
体
料
金
と
、

列
車
を
貸
切
で
利
用
す
る
場
合
の
貸
切

料
金
が
期
間
限
定
で
以
下
の
と
お
り
割

引
に
な
り
ま
す
。
団
体
利
用
や
列
車
貸
切

利
用
の
運
賃
は
通
常
の
利
用
と
比
べ
て

お
得
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の

割
引
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
土
佐
く
ろ
し
お

鉄
道
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

割
引
対
象
者

　

団
体
旅
客
運
賃
、
貸
切
旅
客
運
賃
を
支

　

払
す
る
団
体
、個
人

※

旅
行
会
社
が
主
催
す
る
ツ
ア
ー
等
に

　

か
か
る
も
の
を
除
く
。

割
引
区
間

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
　

　

窪
川
駅
〜
宿
毛
駅
の
全
区
間

※

窪
川
以
東
の
路
線
は
対
象
外

割
引
率
　

下
表
の
と
お
り

申
込
方
法

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
に
団
体
利
用
、

　

貸
切
利
用
の
申
し
込
み
を
す
る
際
に
、

　

同
時
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

割
引
実
施
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、予
算
の

　

都
合
上
、割
引
実
施
を
終
了
す
る
場
合
が

　

ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

『
お
!!
な
か
・
す
く
線
ツ
ア
ー
』

『
お
!!
な
か
・
す
く
線
ウ
ォ
ー
ク
』

参
加
者
募
集

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
が
主

催
す
る
日
帰
り
ツ
ア
ー
お
よ
び
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
以
下
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
左
記
の

申
込
先
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
帰
り
ツ
ア
ー

　

・
迎
春
！
金
毘
羅
宮
参
拝
の
旅

　
　

日
　

程
　

平
成
25
年
１
月
12
日（
土
）

　
　

参
加
費
用
　

１
４
８
０
０
円

　
　

受
付
期
間
　

12
月
20
日
ま
で

　

・
春
爛
漫
！

四
万
十
菜
の
花
・
温
泉
・
屋
形
船
の
旅

　
　

日
　

程
　

平
成
25
年
3
月
16
日（
土
）

　
　

参
加
費
用
　

５
０
０
０
円

　
　

受
付
期
間
　

平
成
25
年
２
月
１
日
〜

３
月
１
日

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　

・
岩
本
寺
参
拝
ウ
ォ
ー
ク

　
　

日
　

程
　

平
成
25
年
３
月
30
日（
土
）

　
　

参
加
費
用
　

２
０
０
０
円

　
　

受
付
期
間
　

平
成
25
年
３
月
20
日
ま
で

※
詳
細
日
程
、子
供
料
金
等
に
つ
い
て
は
、中

　

村
駅
に
配
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
、同
社
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左

　

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　

中
村
駅
　

☎（
３
５
）４
９
６
１

　

宿
毛
駅
　

☎
０
８
８
０（
６
３
）６
０
０
０

種別 従来の運賃 特別割引 利用例

団
体
旅
客
運
賃

貸
切
旅
客

運
賃

通常の運賃に比べて
８人～１００人………１０％引き
１０１人～３００人…２０％引き
３０１人以上…………３０％引き

さらに、
中学生は割引率を２０％上乗せ。
その他の学生は　１０％上乗せ。

※中学生２００人の場合は４０％引き。

下記の区間の往復で
中村駅～窪川駅間　　５９，５００円
中村駅～宿毛駅間　　３４，３００円
宿毛駅～窪川駅間　　８６，８００円

保育園・小学校遠足、婦人団体・老人クラブ旅行
※窪川以東に行く場合でも土佐くろしお鉄道区間は
　対象になります。

例）保育園遠足　宿毛～入野　40人利用した場合
通常運賃（小児）　　430円×0.8　≒　　350円
40人分の場合 　　　350円×40　 ≒ 14,000円
特別割引の場合　 14,000円×1/2　≒　7,000円
※1人当たり　175円

カラオケ列車（カラオケ設備別途要）
婚活列車、忘年会利用、結婚披露宴等
例）中村～窪川間で利用した場合
59,500円×2/3　≒ 39,700円

従来の団体旅客運賃から、
さらに１／２　割引き。

但し、１人当たりの特別割
引額は500円まで。また、１
団体１回の利用につき
20,000円まで。

列車貸切利用運賃から
１／３　割引き
但し、１回の利用につき
20,000円まで。

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

　

最
近
、市
役
所
等
の
公
的
機
関
職
員
を
か
た
り
、医
療
費

の
還
付
金
が
あ
る
等
と
偽
り
、
還
付
に
必
要
な
手
続
き
を

装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
送
金
さ
せ
る
手
口
が
再
び

頻
発
し
て
い
ま
す
。

■
還
付
金
詐
欺
の
手
口（
例
）

市
役
所
職
員
を
装
う
犯
人
か
ら
、「
医
療
費
の
払
い
戻

し
が
あ
り
ま
す
。
今
日
中
に
手
続
き
が
必
要
で
す
」「
コ

ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
簡
単
に
手
続
き
で
き
ま
す
。

通
帳
（
カ
ー
ド
）を
持
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
に
着
い
た
ら
、社

会
保
険
事
務
所
０
１
２
０-

ｘ
ｘ
ｘ-

ｘ
ｘ
ｘ
へ
携
帯
電

話
か
ら
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
自
宅
の
固
定
電
話
に

電
話
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
教
え
ら
れ
た
番
号
に
電
話
す
る
と
、

社
会
保
険
事
務
所
職
員
を
装
う
犯
人
が
電
話
に
出
て
、

「
こ
ち
ら
の
言
う
と
お
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
く
だ
さ

い
」
と
指
示
さ
れ
、
言
わ
れ
る
ま
ま
操
作
す
る
と
、
知
ら

ぬ
間
に
他
人
の
口
座
に
送
金
し
て
し
ま
い
ま
す
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◎
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
簡
単
に
戻
る
還
付
金
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

電
話
で
お
金
の
話
は
要
注
意
！

◎
公
的
機
関（
役
所
、警
察
署
等
）が
、暗
証
番
号
や
預
金

額
等
を
電
話
で
尋
ね
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

◎
電
話
や
郵
便
物
な
ど
で
、
高
額
の
現
金
を
相
手
の
預

金
口
座
に
「
振
り
込
め
」
と
言
わ
れ
て
も
、
言
わ
れ
る

ま
ま
に
振
り
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い

る
人
が
い
た
ら
、声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
）６
３
０
１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
12
月
号

24



映
像
の
幡
多 

上
映
会 

〜
歴
史
・
風
土
・
文
化
と
は
〜

映
像
の
幡
多 

上
映
会 

〜
歴
史
・
風
土
・
文
化
と
は
〜

　

１
９
９
１
年
、

製
作
・
公
開
。
笹
山

久
三
の
同
名
小
説

を
恩
地
日
出
夫
監

督
が
映
画
化
し
た

も
の
。

　

昭
和
30
年
代
こ

ろ
の
四
万
十
川
に

住
む
一
家
を
、
一

人
の
少
年
の
眼
を

通
し
て
、
そ
こ
に

住
む
人
々
の
生
活

模
様
を
描
い
た
作
品
。東
京
国
際
映
画
祭
・
芸

術
貢
献
賞
受
賞
。

　

主
な
出
演
者
は
、
樋
口
可
南
子
、
小
林
薫
、

山
田
哲
平
、高
橋
か
お
り
、石
橋
蓮
司
ほ
か
。

　

上
映
時
間
は
１
１
１
分
。

　

日
　

時
　

12
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
　

14
時
〜
／
19
時
〜（
２
回
）

　

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

鑑
賞
券
　

５
０
０
円

　　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎（
３
４
）７
３
１
１

『
四
万
十
川
』

　

永
正
十
八
年（
一
五
二
一
）六
月
二
二
日
早

朝
、
伏
見
宮
邦
高
親
王
の
王
女
玉
姫
は
京
都

伏
見
を
立
ち
見
送
り
の
人
た
ち
に
名
残
を
惜

し
ま
れ
な
が
ら
土
佐
下
向
の
た
め
鳥
羽
よ
り

乗
船
し
て
い
る
。
土
佐
一
條
家
二
代
房
冬
へ

の
嫁
入
り
の
た
め
で
あ
る
。
玉
姫
に
は
同
日

京
都
を
立
っ
た
仁
和
寺
の
尊
海
僧
正
（
後
の

金
剛
福
寺
院
主
）
が
随
行
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
先
々
帝
の
後
花
園
天
皇
が
伏
見
宮
家

か
ら
出
て
お
り
、
当
時
の
後
柏
原
天
皇
は
玉

姫
の
父
邦
高
親
王
の
従
兄
の
子
と
い
う
近
親

で
あ
る
。
兄
二
人
の
年
齢
か
ら
察
す
る
と
妹

の
玉
姫
の
年
齢
は
二
〇
歳
前
後
で
あ
っ
た
ろ

う
。
邦
高
親
王
は
ひ
と
り
娘
の
玉
姫
を
遠
く

幡
多
荘
中
村
に
嫁
が
せ
て
い
る
。一
方
、土
佐

一
條
家
は
そ
の
年
の
五
月
、
初
代
房
家
が
四

七
歳
で
従
二
位
前
権
大
納
言
、
二
代
房
冬
は

二
四
歳
で
従
三
位
左
近
衛
中
将
に
補
任
（
ぶ

に
ん
）さ
れ
公
卿
と
な
っ
て
い
る
。

　

京
都
よ
り
玉
姫
を
迎
え
た
中
村
御
所
は
美

し
く
着
飾
っ
た
姫
と
侍
女
た
ち
が
華
や
い
だ

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。翌
、大
永
二
年
に
は
長
男
の
房
基
が
誕
生

し
て
い
る
。
土
佐
一
條
家
か
ら
は
朝
廷
へ
の

献
上
品
や
献
金
も
お
こ
た
り
な
く
、
ま
た
伏

見
宮
家
を
通
じ
て
朝
廷
と
の
人
脈
も
あ
り
、

房
基
は
享
禄
三
年（
一
五
三
〇
）に
は
九
歳
で

従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
房
冬
は
玉
姫
の
兄

伏
見
宮
貞
敦
親
王
の
尽
力
に
よ
り
天
文
四
年

（
一
五
三
五
）に
は
三
九
歳
で
従
二
位
左
近
衛

大
将
に
昇
任
し
て
い
る
。
土
佐
一
條
家
は
房

家
、房
冬
、房
基
と
三
代
が
そ
ろ
い
盤
石
の
繁

栄
を
誇
っ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に

房
家
が
六
三
歳
で
没
す
る
と
、
二
年
後
の
天

文
一
〇
年
に
は
房
冬
が
四
四
歳
で
相
次
い
で

死
去
し
土
佐
一
條
家
の
繁
栄
に
陰
り
が
み
え

る
。
房
基
は
天
文
九
年
に
は
一
九
歳
で
従
三

位
の
公
卿
に
昇
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
房
基

は
豊
後
の
守
護
大
名
大
友
氏
の
娘
を
妻
に
迎

え
、
息
兼
定
が
天
文
一
二
年
（
一
五
四
三
）
に

誕
生
し
て
い
る
。
玉
姫
は
京
一
條
家
の
房
通

ら
の
援
助
を
得
て
夫
房
冬
の
葬
儀
の
涙
の
か

わ
く
間
も
な
く
房
基
の
婚
礼
を
取
り
仕
切
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。と
こ
ろ
で
、翌
年
の
天

文
一
三
年
（
一
五
四
四
）
四
月
、
家
臣
た
ち
が

連
名
で
幡
多
の
産
土
神
、平
田
村
戸
内（
へ
な

い
）
の
高
持
大
明
神
（
高
知
坐
社
）
に
房
基
と

万
千
代
丸
（
兼
定
）
の
延
命
を
祈
願
し
て
お

り
、
房
基
に
は
健
康
面
で
心
配
な
点
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
玉
姫
は
心
労
の
た
め

か
天
文
一
六
年（
一
五
四
七
）八
月
に
薨
去
し

て
い
る
。年
齢
は
四
十
四
、五
歳
を
過
ぎ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
玉
姫
の
墓
所
は
中
村
小
学

校
前
の
旧
常
照
寺
跡
に
あ
る
。
ち
な
み
に
そ

の
二
年
後
、
三
代
房
基
は
六
歳
の
兼
定
を
残

し
て
二
八
歳
の
若
さ
で
死
去
し
て
い
る
。

　

玉
姫
の
降
嫁
を
機
に
都
鄙
間
の
交
流
は
頻

繁
に
お
こ
な
わ
れ
、
戦
国
期
に
あ
っ
て
中
村

は
小
京
都
の
賑
わ
い
を
み
せ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
四
六
〇
年
以
上
も
は
る
か

昔
の
事
で
は
あ
る
が
、
旧
中
村
市
街
地
は
か

つ
て
の
一
條
氏
の
御
所
を
中
心
に
形
成
さ
れ

た
中
世
の
小
都
市
の
基
層
の
上
に
営
ま
れ
て

い
る
。
土
佐
一
條
家
へ
の
玉
姫
の
輿
入
れ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
最
近
で
は
五
月
の
藤
祭
り
公

家
行
列
や
中
村
商
店
街「
四
万
十
玉
姫
の
会
」

の
婦
人
た
ち
の
紙
芝
居
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

  

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
よ
う
な

中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
中
村
の
歴
史
に
誇
り
を

持
ち
、
清
流
四
万
十
川
と
美
し
い
自
然
や
景

観
を
保
護
す
る
と
共
に
歴
史
と
文
化
を
生
か

し
た
町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
と
も
に
尽

力
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
お
わ
り
）

一
條
氏
と
中
村 

（
四
）

　

玉
　

姫

東
近
　

伸

玉姫の墓
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固定資産税　４期分

国民健康保険税　６期分

第44回 読売中村ロードレース 　

ラ
ン
ナ
ー
約
３
０
０
人
を
迎
え
、
恒
例
の

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

  

市
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

  

な
お
、当
日
は
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

を
図
る
た
め
、
一
部
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
警
察
官
、交
通
指
導
員
、警
備
員
の
指

示
に
従
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
　

時
　

12
月
23
日（
日
・
祝
）※

雨
天
決
行

　
　
　
　

開
会
式：

９
時
　
　
　

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト：

９
時
55
分

各
コ
ー
ス
・
種
目

　

（
安
並
運
動
公
園
〜
蕨
岡
方
面
）

　

・
10
㎞：

高
校
男
子
、一
般
男
子

　

・
５
㎞：

壮
年
、高
校
女
子
、一
般
女
子

　

・
３
㎞：

小
学
生
、中
学
生

お
知
ら
せ

問
第44回読売中村ロードレース大会事務局
社会体育課（市民スポーツセンター内）☎（34）2071

問
第２回小京都四万十ジュニア駅伝大会実行委員会（川西修）
☎（35）0166

問

働く婦人の家講座 「クリスマスケーキづくり」

日
　

時
　

12
月
23
日（
日
） 

13
時
〜
15
時
30
分

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階 

調
理
室

講
　

師
　

谷
崎
佐
千
代

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

10
人

受
講
料
　

無
料

材
料
費
　

１
６
０
０
円

用
意
す
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん

申
込
方
法
　

12
月
12
日
（
水
）
か
ら
本
人
に
限
り

　
　
　
　
　

窓
口
・
電
話
で
受
付

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

教
室
・
講
座

働く婦人の家
☎（34）6299

催
　

し

　

昨
年
度
第
１
回
目
の
大
会
を
行
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
大
会
を
、
今
年
度
も
本
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る

天
神
橋
商
店
街
等
を
コ
ー
ス
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
図
る
た

め
、一
部
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、警
察
官
や

交
通
安
全
指
導
員
等
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
各
小
学
校
に
は
12
月
中
旬
ま
で
に
、
開
催
要

項
、参
加
申
込
書
等
を
配
布
し
ま
す
の
で
、大
会
参
加

に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

平
成
25
年
１
月
26
日（
土
）

　

受
　

付：

11
時
30
分
〜
12
時

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

　

開
会
式：

12
時
30
分
　

天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド

　

ス
タ
ー
ト
　

男
子：

13
時
30
分

　
　
　
　
　
　

女
子：

14
時
30
分

　

閉
会
式：

15
時
30
分（
予
定
）天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド

コ
ー
ス
　

中
心
市
街
地
商
店
街
発
着
周
回
コ
ー
ス

第2回 小京都四万十ジュニア駅伝大会

申

年末年始の防犯について

　早いもので、今年も残りあとわず

かとなりました。

　年末年始はいつもより人出が多

くなり、何かとお金を持ち歩く機会

も増えます。

　この時期は大きなお金の流れも

あることから、詐欺などの被害に遭

いやすい時期でもあります。「自分

だけは大丈夫」と思わず、万が一、怪

しい電話などがあれば、相手にせず、

きっぱりと断るようにしましょう。

　また、長期休暇を利用しての旅行

や、帰省のため、家を留守にする機

会も増えます。鍵掛けを励行して、

窃盗などの被害に遭わないように

心がけましょう。

　皆さん一人ひとりが、いつも以上

に防犯意識を持ち、楽しい年末年始

を過ごしましょう。

【問い合わせ先】

中村地区地域安全協会

（中村警察署内）

☎（34）0110

平
成
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催
　

し

催
　

し

冬休み早朝子供水泳教室

問 申
（財）四万十市体育協会事務局（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

　

冬
休
み
、水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身
に
つ

け
る
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

12
月
25
日（
火
）〜
28
日（
金
）

　
　
　
　

８
時
〜
９
時（
受
付
７
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対
象
者
　

小
学
生

定
　

員
　

50
人
迄
　

　

（
参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
）

受
講
料
　

４
日
間
／
１
６
０
０
円 

　
　
　
　

（
プ
ー
ル
入
館
料
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
途
）

　

・
プ
ー
ル
入
館
料：

２
１
０
円
／
回

　

 

（
回
数
券
・
会
員
券
利
用
可
）

　

・
期
間
中
の
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料：

２
０
０
円

　

 

（
既
に
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
不
要
）

申
込
方
法 

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
受
講
料
、
保

　

険
料
を
添
え
て
下
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

（
電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間
　

12
月
10
日（
月
）〜
21
日（
金
）

受
付
時
間
　

10
時
〜
16
時

募
　

集

第8回 四万十市スポーツ賞 推薦募集

問 申
（市）教育委員会 社会体育課（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

　

教
育
委
員
会
で
は
、市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、「
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」の
実
現
を

図
る
た
め
、「
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」を
制
定
し

顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
個
人
、団
体
を
表
彰
し
ま

す
。

　

つ
い
て
は
、日
頃
活
躍
し
て
い
る
個
人
や
団
体

の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

推
薦
書
配
布
場
所    

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
、教
委
西
土
佐
事
務

　

所
、具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

応
募
締
切
日  

　

 

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）17
時
必
着

候
補
者
の
推
薦
基
準

　

・
優
秀
賞･

･
･

本
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成
24

　
　

年
２
月
３
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
30
日
ま

　
　

で
の
間
に
各
種
の
競
技
会
に
お
い
て
優
秀

　
　

な
成
績
を
上
げ
た
個
人
ま
た
は
団
体

　

・
功
労
賞･

･
･

本
市
に
住
所
を
有
し
、
永
年
に

　
　

わ
た
り
優
秀
な
選
手
を
育
成
し
た
個
人
お

　
　

よ
び
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
、発
展
に
貢
献

　
　

し
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
ま
た
は
団
体

　

・
特
別
賞･･･

本
市
出
身
者
等
で
平
成
24
年
２

　
　

月
３
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
30
日
ま
で
の

　
　

間
に
国
際
的
規
模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀

　
　

な
功
績
を
残
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

　

※

複
数
名
、複
数
団
体
の
推
薦
可

選
考
方
法

　

推
薦
さ
れ
た
個
人
、団
体
を
選
考
委
員
会
で
選

　

考
し
受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

表
彰
式
　

賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す

日
　

時
　

平
成
25
年
３
月
３
日（
日
）10
時
〜

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

体育始め 新春はしりぞめ
日
　

時
　

平
成
25
年
１
月
３
日（
木
） 

　
　
　
　

10
時（
受
付：

９
時
30
分
〜
）

※

小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
は
８
時
に
、
中
村
小

　

学
校
玄
関
前
に
掲
示
し
ま
す
。

コ
ー
ス
　

約
１
２
０
０
ｍ

　
　
　
　

（
中
村
小
学
校
↓
新
町
↓
天
神
橋
↓
小

姓
町
↓
文
化
セ
ン
タ
ー
前
↓
中
村
小

学
校
）

参
加
定
員
　

先
着
４
０
０
人

参
加
方
法
　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

当
日
、会
場
で
受
付
し
ま
す
。(

無
料)

※

大
会
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、主
催
者
が
か
け

　

る
１
日
傷
害
保
険
の
範
囲
内
の
み
で
の
対
応

　

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

参
加
賞
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

主
催：

（
市
）
教
育
委
員
会
、（
財
）
四
万
十
市
体
育

　
　

  

協
会
、（
市
）ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

協
賛：

四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

問
（市）教育委員会 社会体育課（市民スポーツセンター内） 
☎（34）2071
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教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

～男女共同参画社会推進事業 健康づくり講座～ボディートーク（Body-Talk）

問 申 　働く婦人の家　☎（34）6299

問 申 　働く婦人の家　☎（34）6299

　

「
体
」と「
お
し
ゃ
べ
り
」を
し
て
、い
ち
早
く
違

和
感
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、様
々
に
体
を
揺
す
っ
て
ほ

ぐ
す
と
、
だ
ん
だ
ん
と
心
も
ほ
ぐ
れ
て
く
る
。
こ

れ
が
、ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
で
す
。

　

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
と
で
も
、一
人
で
も

で
き
る
も
の
で
す
が
、
今
回
は
、「
一
人
ほ
ぐ
し
」

を
中
心
に
行
い
ま
す
。
体
を
ほ
ぐ
し
、
心
も
ほ
ぐ

し
て
、す
こ
や
か
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時

　

平
成
25
年
１
月
21
日（
月
）〜
３
月
18
日（
月
）

　

毎
週
月
曜
日 

全
８
回（
２
月
11
日
を
除
く
）

　

19
時
〜
20
時
30
分

　

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家
２
階
　

和
室

講
　

師
　

高
橋
郁
子（
ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
協
会
）

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

　
　
　
　

女
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
　

員
　

15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

受
講
料
　

無
料

申
込
方
法
　

　

平
成
25
年
１
月
10
日
（
木
）
か
ら
本
人
に
限
り

　

窓
口
・
電
話
で
受
付

受
付
時
間 

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

募
　

集

青少年健全育成事業 たこ作り教室 ／ 新春たこあげ大会

問 申
（市）教育委員会 生涯学習課
☎（34）7311

　

昔
か
ら
親
し
ま
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た「
和
だ
こ
」

を
作
り
、
四
万
十
川
の
風
に
乗
せ
て
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。み
ん
な
集
ま
れ
！

◎
た
こ
作
り
教
室

日
　

時
　

12
月
25
日（
火
）13
時
〜
17
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階 

大
ホ
ー
ル

対
象
者
　

小
・
中
学
生

　

（
子
ど
も
さ
ん
一
人
で
も
、親
子
で
も
、お
じ
い

　

 

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
で
も
参
加
で
き
ま

　

 

す
）

募
集
人
員
　

50
人（
先
着
順
）

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

受
付
期
間
　

12
月
21
日（
金
）ま
で

　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
新
春
た
こ
あ
げ
大
会

日
　

時
　

平
成
25
年
１
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
〜
15
時

※

雨
天
の
場
合
は
１
月
20
日（
日
）に
延
期

　

当
日
天
候
が
不
順
の
場
合
は
、10
時
ま
で
に
決

　

定
し
ま
す
。電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

入
田
河
川
敷（
四
万
十
市
キ
ャ
ン
プ
場
）

対
象
者
　

　

参
加
は
自
由
で
す
の
で
お
気
軽
に
会
場
に
お

　

い
で
く
だ
さ
い
。（
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
！
）

　

た
だ
し
、
審
査
対
象
は｢

自
作
だ
こ｣

や｢

和
だ

　

こ｣

を
持
っ
て
い
る
人
と
な
り
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
主
催

　

者
側
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、保
険
以

　

外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。

第4回 男性の料理教室 　

ち
ょ
っ
と
し
た
お
も
て
な
し
料
理
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
家
族
や
お
友
達
に「
す
ご
い
!!
」と
思
わ
れ
る

料
理
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
♪

日
　

時
　

平
成
25
年
１
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
13
時

　

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る
　

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階 

調
理
室

内
　

容
　

〜
お
も
て
な
し
メ
ニ
ュ
ー
〜

　
　
　
　

《
巻
き
寿
司
・
お
吸
い
物
》

講
　

師
　

谷
崎
佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
男
性

定
　

員
　

10
人

材
料
費
　

６
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具

申
込
方
法
　

１
月
７
日（
月
）か
ら
本
人
に
限
り

　
　
　
　
　

窓
口
・
電
話
で
受
付

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問 （市）教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311

宝くじコンサート

大阪交響楽団演奏会
指揮　佐藤俊太郎　/　ピアノ　近藤嘉宏

　すてきな音楽の贈り物を、あなたへ、愛す

る人へプレゼントしませんか。

12月 17日 (月)
開場　18：30
開演　19：00

会　　　場　市立文化センター
一　　　般　3,000円（当日3,500円）
高校生以下　1,500円（当日2,000円）

チケット販売所
市立中央公民館、文化センター、
教委西土佐事務所、アピアさつき、
サニーマート四万十店　ほか

※宝くじの助成による特別料金となっています。
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定期相談所

（本庁）総務課
　　　☎（34）1804

日本政策金融公庫高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日開催）

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

12月20日（木）
13時～16時

社会福祉センター

JA高知はた本所 
3階

12月27日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会 12月開催講座

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。

募集種目 日　　時

◆加工技術力向上
研修

◆加工技術力向上
研修

12月7日（金）
14：00～16：00

12月6日（木）
まで

12月7日（金）
まで

場　　所 内　　容 講　　師 募集期間

新ロイヤルホテル
四万十　4階
大文字

●フランス人・ステファンさんの四万十
　お茶講座その1
　～お茶の知識と日本茶の現状～

12月10日（月）
13：00～15：30

かわらっこ ●え？バーベキューで地域おこし？

◆販売流通促進講座 12月12日（水）
15:00～17:00

12月11日（火）
まで

市立文化センター
1階中会議室

●どうして材木屋がコーヒーを売るのか
熊谷　有記氏
（山一木材株式会社
/KITOKURAS）

ステファン・ダントン
氏（株式会社「おちゃ
らか」代表取締役）

下城　民夫氏
（日本バーベキュー協
会会長）

問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

募
　

集

自衛隊 貸費学生募集

問 申 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096

制
度
の
概
要

　

現
在
、
大
学
お
よ
び
大
学
院
で
、
理

学
ま
た
は
工
学
を
専
攻
し
て
い
る
学

生
で
、卒
業（
修
了
）後
、そ
の
専
攻
し
た

学
術
を
活
か
し
引
き
続
き
自
衛
隊
に

勤
務
す
る
意
思
を
持
つ
人
に
対
し
防

衛
省
よ
り
学
資
金
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

学
資
金
の
貸
与
額

　

毎
月
５
４
０
０
０
円

　

（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

　

※

但
し
卒
業
後
、規
定
の
期
間
を
自

　
　

衛
隊
で
勤
務
し
た
場
合
は
、学
資

　
　

金
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
返
還

　
　

免
除

応
募
資
格

　

大
学
理
学
部
・
工
学
部
の
３
、４
年

　

次
の
人
。ま
た
は
大
学
院（
専
門
職

　

大
学
院
を
除
く
）修
士
課
程
で
理
学
・

　

工
学
を
　

専
攻
し
て
い
る
人

　

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間
　

　

12
月
１
日（
土
）

　

〜
平
成
25
年
１
月
11
日（
金
）

試
験
日
　

平
成
25
年
１
月
26
日（
土
）

試
験
場
所

　

陸
上
自
衛
隊
海
田
市
駐
屯
地（
広
島
県
）

　

陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地（
兵
庫
県
）

　

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地（
徳
島
県
）

　

お
よ
び
そ
の
他
の
指
定
さ
れ
た
駐
屯
地

試
験
種
目

　

筆
記
試
験（
英
語
、数
学
、物
理
、化

　

学
お
よ
び
小
論
文
）

　

口
述
試
験
、身
体
検
査

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

ご
協
力
の
お
願
い

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

ご
協
力
の
お
願
い

　

市
で
は
合
併
後
約
８
年
が
経
過

し
、新
た
な
課
題
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、現
在
、新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
中
長
期

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、行
政
の
施
策
に
対
す
る
満
足
度
・

重
要
度
な
ど
を
お
尋
ね
し
、市
民
意

識
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、役
立
て
て

い
く
も
の
で
す
。お
忙
し
い
と
こ
ろ

恐
れ
入
り
ま
す
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
の

目
的
を
ご
理
解
の
う
え
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
概
要

　

住
み
よ
さ
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

　

の
方
向
性
、優
先
的
に
取
り
組
む

　

事
業
な
ど
33
項
目（
無
記
名
回
答
）

対
象
者

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
18
歳
以
上
の

　

市
民
２
０
０
０
人

調
査
方
法
　

郵
送
に
よ
る
配
布
、回
収

実
施
時
期
　

発
送
日
　

12
月
上
旬
　
　

提
出
期
限
　

12
月
20
日(

木)

　

※

調
査
の
集
計
結
果
は
、広
報「
四
万

　

十
」で
公
表
し
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト

　

は
無
記
名
式
で
、個
人
情
報
が
特

　

定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

　

☎（
３
４
）１
１
２
９

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

ご
協
力
の
お
願
い

　計量法による検定有効期間満了により、中村地区の水道量水器(メーター)を下記のとおり交換します。市民の皆さ
まの料金負担はありませんので、ご不在の場合でも、メーター交換させていただきます。
　交換時には、ご迷惑をお掛けしますが何卒ご協力お願いします。

水道量水器取替工事

■取替地区
　中村丸の内、ハイランド、中村東町、中村本町、中村京町、中村桜町、
　中村於東町、中村新町と岩田地区の各一部

■工　期　平成25年３月15日まで
【問い合わせ・申込先】
　（市）水道課 工務係　☎（34）1711

平
成
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年
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10
月
29
日
、
田
内
千
鶴
子
生
誕
百
年
記

念
の
催
し
が
ソ
ウ
ル
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
内
千
鶴
子
さ
ん
は
韓
国
名
を
尹
鶴
子

（
ユ
ン
・
ハ
ク
チ
ャ
）と
い
い
、戦
時
中
の
朝

鮮
総
督
府
長
官
の
娘
と
し
て
父
君
の
赴
任

と
と
も
に
木
浦
に
渡
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会

で
知
り
合
っ
た
当
時
乞
食
大
将
の
異
名
の

あ
っ
た
尹
至
浩
と
結
婚
し
ま
す
。
孤
児
た

ち
の
保
護
活
動
の
た
め
に
家
々
の
門
を
叩

い
て
は
食
料
な
ど
の
施
し
を
乞
う
尹
至
浩

を
、
木
浦
の
民
衆
は
多
少
の
揶
揄
を
籠
め

て
、乞
食
大
将
と
呼
ん
だ
の
で
す
。

　

結
婚
後
、
ふ
た
り
は
孤
児
院
『
共
生
園
』

を
立
ち
上
げ
、
孤
児
た
ち
の
育
成
に
尽
く

し
ま
す
。
そ
し
て
朝
鮮
動
乱
の
只
中
で
夫

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
後
も
、
千
鶴
子
さ

ん
は
孤
児
院
を
守
り
続
け
、
１
９
６
７
年

10
月
31
日
、
55
才
の
自
ら
の
誕
生
日
に
天

に
召
さ
れ
る
ま
で
、
不
器
用
な
ま
で
に
地

道
な
そ
の
活
動
は
続
け
ら
れ
、
木
浦
市
葬

と
な
っ
た
そ
の
葬
儀
に
は
多
く
の
市
民
が

参
加
し
て
彼
女
の
死
を
惜
し
ん
だ
の
で

す
。
　
　
　

　

１
９
９
７
年
、
彼
女
を
主
人
公
と
し
た

『
愛
の
黙
示
録―

尹
鶴
子
の
生
涯
』が
戦
後

初
の
日
韓
合
作
映
画
と
し
て
石
田
え
り
さ

ん
主
役
で
製
作
さ
れ
、
私
が
千
鶴
子
さ
ん

と
同
じ
高
知
県
出
身
者
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
子
息
の
尹
基
氏
か
ら
依
頼
さ
れ

て
脚
本
を
執
筆
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ

り
、
今
回
の
生
誕
百
年
記
念
の
行
事
に
招

待
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
　
　
　
　

　

田
内
千
鶴
子
さ
ん
の
凄
い
と
こ
ろ
は
、

基
氏
を
含
め
た
自
分
の
子
供
た
ち
を
孤
児

ら
と
ま
っ
た
く
区
別
す
る
こ
と
な
く
同
等

に
育
て
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

真
に
孤
児
た
ち
の
母
と
な
る
た
め
に

は
、
血
で
繋
が
っ
た
母
子
の
感
情
を
捨
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
、
彼
女
は

そ
れ
を
実
行
す
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
基
氏
ら
は
虱
が
蠖
く
孤
児

た
ち
の
ベ
ッ
ド
で
寝
か
せ
ら
れ
、
全
く
同

じ
食
事
、
同
じ
衣
服
で
何
ら
の
特
別
扱
い

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
実
の
親

子
な
の
だ
か
ら
、
時
に
は
母
親
ら
し
い
視

線
、言
葉
を
求
め
る
の
で
す
が
、一
切
投
げ

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
多
く
の
孤
児
の
母

と
し
て
の
存
在
で
あ
り
た
い
。
血
の
繋
が

り
だ
け
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く

深
く
孤
児
た
ち
を
愛
し
た
い
と
い
う
彼
女

の
熾
烈
な
思
い
が
、
後
に
韓
国
三
千
人
孤

児
の
母
と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。そ
し
て
最
後
に「
梅
干
が
食
べ
た

い
」と
言
い
残
し
て
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、

紛
れ
も
な
く
ひ
と
り
の
日
本
人
の
女
に

還
っ
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
韓
の
問
題
も
領
土
、
領
土
と
言
っ
て

い
る
う
ち
は
血
縁
の
だ
け
に
向
け
ら
れ
た

偏
狭
な
愛
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

ほ
ん
と
う
に
隣
国
や
隣
人
と
手
を
繋
ぎ

合
っ
て
生
き
て
行
く
た
め
に
は
、
広
く
寛

容
な
愛
で
結
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
教
訓
を
千
鶴
子
さ

ん
の
生
き
方
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

尹
基
氏
は『
愛
の
黙
示
録
』の
姉
妹
編
と

し
て
、
こ
の
次
は
父
尹
至
浩
を
主
人
公
と

し
て
青
春
時
代
か
ら
失
踪
ま
で
を
辿
り
な

が
ら
、
園
の
子
供
た
ち
を
主
軸
に
押
し
出

し
た
映
画
を
製
作
し
た
い
と
、
開
会
式
の

後
の
夜
の
懇
談
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

脚
本
を
依
頼
さ
れ
た
私
は
光
栄
に
感
じ
な

が
ら
も
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
脚
本
家
）

中
島
丈
博

東
京
都
在
住

下
田
出
身

昭
和
10
年
生
ま
れ

「祭りの準備」上映会
（9月30日、文化センター）

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

　

ソ
ウ
ル
で
思
う
こ
と

　

山
﨑
咲
和
さ
ん
（
南
小
学
校
、
２
年
）
が
県
下
に

前
例
の
な
い
５
大
会
す
べ
て
に
お
い
て
１
位
を
獲

得
す
る
と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
の
時
に
宿
毛
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入
部
以
来

メ
キ
メ
キ
と
実
力
を
つ
け
、
先
の
高
知
県
小
学
生

陸
上
大
会
に
お
い
て
は
、高
知
県
新
記
録
・
大
会
新

記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。
小
学
生
で
学
年
を
問
わ

ず
５
大
会
制
覇
は
初

め
て
の
快
挙
で
あ

り
、
県
陸
上
関
係
者

か
ら
も
「
将
来
楽
し

み
な
子
ど
も
が
出

た
」
と
賞
賛
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
第
27
回
高
知
市
小
学
生
陸
上
競
技
大
会(

４
月
21
日
）

　

女
子
１
・
２
年
生
の
部 

50
ｍ 

第
１
位
　

９
秒
31

・
日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
28
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
高

　

知
県
選
考
会(

７
月
16
日
）

　

女
子
１
・
２
年
生
の
部 

50
ｍ 

第
１
位
　

８
秒
87

　

※

全
国
小
学
生
大
会
は
５
・
６
年
生
か
ら
で
す
。

・
第
10
回
だ
る
ま
夕
日
宿
毛
カ
ッ
プ
小
学
生
陸
上
競
技

　

大
会(

８
月
18
日
）
　

　

女
子
１
・
２
年
生
の
部 

50
ｍ 

第
１
位
　

８
秒
91

・
第
29
回
高
知
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会(

10
月
14
日)

　

女
子
１
・
２
年
生
の
部 

50
ｍ 

第
１
位  

８
秒
63

　
　

(

県
新
記
録
・
大
会
新
記
録)

・
第
24
回
幡
多
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
大
会(

11
月
３
日)

　

女
子
２
年
生
の
部 

50
ｍ 

第
１
位
　

９
秒
02

山
崎
咲
和
さ
ん 

陸
上
競
技
で
５
大
会
制
覇

モ
ッ
ポ
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く92

　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
８
月
30
日
、

専
修
大
学
と
共
催
で
「
脱
原
発
を
考

え
る
会
」を
も
ち
ま
し
た
。

　

原
発
存
続
の
是
非
に
つ
い
て
は
、

政
治
・
経
済
の
分
野
な
の
で
、私
に
は

触
れ
る
能
力
を
も
ち
あ
わ
せ
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
日
、
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
視
察
報
告
が

な
さ
れ
、
余
り
に
も
衝
撃
的
内
容
で

し
た
の
で
、
今
回
は
そ
れ
を
取
り
上

げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
原
発
は
今
か
ら
26
年
前
の
４

月
26
日
大
爆
発
を
起
こ
し
ま
し
た
。

一
瞬
の
う
ち
に
原
子
炉
が
破
壊
さ
れ
、

火
災
が
発
生
、
消
火
の
た
め
に
総
計

５
０
０
０
ト
ン
の
砂
や
鉛
が
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
投
下
さ
れ
、14
日
後
、よ
う

や
く
火
災
は
収
ま
り
ま
し
た
。（
こ
の

事
故
に
よ
り
、
約
８
０
０
０
キ
ロ
も

離
れ
た
日
本
で
も
、
野
菜
、
水
、
母
乳

な
ど
か
ら
放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ
ま
し
た
。）

　

原
発
か
ら
35
キ
ロ
離
れ
た
プ
リ
チ

ャ
チ
市
は
、
当
時
５
万
人
の
人
々
が

住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
廃

墟
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
発
を
中
心

に
30
キ
ロ
圏
内
は
今
も
立
ち
入
り
禁

止
区
域
で
、
家
一
軒
見
あ
た
り
ま
せ

ん
。
建
物
も
何
も
か
も
土
に
埋
め
て

し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
汚
染
に
よ

り
、
５
０
０
以
上
の
町
や
村
が
地
図

の
上
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
発
表
に
よ
る

と
、
放
射
能
健
康
被
害
者
は
２
３
０

万
人
に
及
ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

あ
る
若
い
母
親
の
２
人
の
子
は
、

長
女
は
頭
に
瘤
が
つ
い
て
生
ま
れ

先
天
性
筋
肉
マ
ヒ
。長
男
は
発
達
障

害
、
母
親
は
ガ
ン
に
苦
し
み
、
父
親

は
耐
え
き
れ
な
く
て
飲
ん
だ
く
れ

に
な
っ
た
と
い
う
家
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。今
も
増
え
続
け
る
子
供

た
ち
の
甲
状
腺
ガ
ン
、奇
形
児
の
出

生
は
、め
ず
ら
し
く
な
い
そ
う
で
す
。

　

被
災
地
を
逃
れ
て
き
た
人
々
の

中
に
は
、新
し
い
地
域
に
馴
染
め
ず
、

元
の
居
住
地
に
戻
っ
た
り
す
る
人

も
い
て
、
彼
ら
は
サ
マ
シ
ョ
ー
ル

（
わ
が
ま
ま
な
人
）と
よ
ば
れ
、差
別

を
受
け
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
廃
墟
の
場
所
を
見
た
い

と
、
わ
ざ
わ
ざ
ロ
ケ
を
し
た
り
、
観

光
地
と
し
て
売
り
出
し
た
り
し
て
、

被
害
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
と

も
い
わ
れ
ま
す
。目
に
は
全
く
見
え

な
い
現
象
が
、僅
か
た
っ
た
一
カ
所

の
爆
発
事
故
で
、４
分
の
１
世
紀
も

つ
づ
く
現
実
に
、身
の
毛
の
よ
だ
つ

思
い
で
聞
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
文
章
は
、視
察
団
の
ひ
と
り

中
村
敦
夫
さ
ん
の
報
告
を
も
と
に

し
ま
し
た
が
、全
て
を
纏
め
き
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
と

寄
附
の
お
礼

　

10
月
23
日(

火)

、
四
国
電
力
株
式
会
社

中
村
支
店
さ
ま
か
ら
公
衆
用
街
路
灯
14

灯
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
平
成
24
年
度
よ
ん
で
ん
グ

ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
旬
間
」（
10
月
20
日
〜

31
日
）
に
あ
た
り
、
社
会
貢
献
活
動
の
１

つ
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
街
路
灯
は
、通
学
路
の
安

全
確
保
、地
域
住
民
の
防
犯
対
策
等
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、小
椋
茂
昭
さ
ん（
井
沢
）か

ら
、20
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、小
椋
さ
ん
が
秋
の
叙
勲
に
よ

り
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
た
こ
と
を
記

念
し
、市
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、四
万
十
市
社

会
福
祉
基
金
へ
積
み
立
て
し
、社
会
福
祉

事
業
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
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日

12月 8日
9日
15日
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22日
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1月 1日
2日
3日
5日
6日
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73
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水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

正木整形外科
市民病院
佐々木整形外科
幡多病院
さたけ小児科
森下病院
木俵病院
大野内科
小原外科胃腸科
市民病院

）
）
）
）
）
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）
）
）

日（
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日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

日
日
日
月
日
月
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水
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月
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12

1

9
16
23
24
30
31
1
2
3
6

☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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「
四
万
十
の
お

き
ゃ
く
」（
５
頁
）
を

取
材
。
商
店
街
の
中

に
畳
を
敷
く
と
い

う
ス
タ
イ
ル
に
驚

く
と
同
時
に
、
非
常

に
面
白
い
方
式
だ

と
思
い
ま
し
た
。
当

日
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
そ
の
模
様
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、

他
の
記
事
と
比
べ

て
段
違
い
に
多
く

の
方
々
か
ら
反
響

を
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
驚
き
ま
し
た
。

（
誉
也
）

12月30日(日）岡村歯科医院

カタクラ歯科

楠井歯科診療所

北代歯科

芝崎歯科医院

四万十市西土佐江川崎2420-1
☎（52）1063

四万十市中村小姓町6
☎（34）1152

幡多郡黒潮町入野2940-1
☎0880（43）1202

宿毛市片島15-21
☎0880（65）5125

土佐清水市本町10-6
☎0880（82）3188

1月 1日(火）

12月31日(月）

1月 2日(水）

1月 3日(木）

「広報四万十」1月号は1月5日(土)発送予定です「広報四万十」1月号は1月5日(土)発送予定です

広報

広報

　市ではこのたび、市ホームページに「四万十市公式フェイスブッ
クページ」を開設しました。
　ホームページとあわせて、観光やイベント情報、四季折々の風物
詩、その他本市の魅力を高めることができる情報をよりリアルタ
イムに発信していきます。
　当ページは、フェイスブックに登録していない人でも閲覧可能
ですので、ぜひご覧ください。

■アカウント情報
　・アカウント名：四万十市役所
　・URL：http://www.facebook.com/ShimantoCity

■コメントへの対応
　・当ページでは利用者からコメント等があってもそれに対するコメントや返信等は原則行いません。
　・本市へのご意見・ご要望は四万十市公式ホームページの「広聴メール」をご利用ください。

※当ページの運用方針については、市ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】（市）企画広報課 秘書広報室 広報公聴係　☎（３４）１８１０

市公式フェイスブックページ開設！

12月実施の統計調査

調　査　名 該　当　地　区

家計調査
一条通３～５丁目、京町、
中村新町、於東町

毎月勤労統計調査（二種） 西土佐

労働力調査

実　施　状　況

実施中

実施中

準備調査安並、東町１丁目

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

平
成
24
年
12
月
号

32


